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平
成
30
年
6
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
な
り
、
奥

さ
ん
、
娘
さ
ん
と
一
緒
に
村
へ
移
住
し
た
柚
上
顕
次
郎

さ
ん（
中
松
三
）。

　
み
な
み
あ
そ
観
光
局
に
所
属
し
、
現
在
は「
あ
そ
望

の
郷
く
ぎ
の
」の
観
光
案
内
所「
ツ
ア
ー
プ
ラ
ザ
南
阿
蘇
」

で
主
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
業
務
内
容
は
観
光
客
の
窓

口
対
応
、
周
遊
プ
ラ
ン
の
提
案
な
ど
の
ほ
か
、
観
光
マ
ッ

プ
作
成
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
企
画
な
ど
も
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　
南
阿
蘇
村
に
は
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
家
族
と
毎
年
の

よ
う
に
訪
れ
て
い
た
と
い
う
柚
上
さ
ん
。
そ
の
経
験
か

ら
、い
つ
か
村
に
住
み
た
い
と
い
う
思
い
を
ず
っ
と
持
っ

て
い
た
と
言
い
ま
す
。
実
際
に
村
に
住
ん
で
人
と
触
れ

合
う
中
で
、「
野
菜
を
も
ら
っ
た
り『
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て

い
か
ん
ね
』と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
長
話
を
し
た
り
、

自
分
が
思
っ
て
い
た
何
倍
も
村
の
人
た
ち
は
緩
や
か
で

明
る
く
て
や
さ
し
い
」と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　
今
後
の
業
務
で
は
地
域
全
体
の
観
光
分
野
の
活
性
化
に

力
を
尽
く
し
た
い
と
意
気
込
み
、
村
で
で
き
る
体
験
活
動

を
発
掘
、
整
理
、
紹
介
す
る
仕
組
み
作
り
を
し
て
い
け
た

ら
と
計
画
中
。「
村
の
人
た
ち
は
自
分
た
ち
の
技
術
や
村

の
環
境
、行
事
な
ど
を
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

ど
れ
も
価
値
の
あ
る
す
ご
い
も
の
。
村
に
今
い
る
子
ど
も

た
ち
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
に
も
村
を

誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い
」と
語
り
ま
す
。

　「
こ
の
村
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
る
人
に
な
り

た
い
で
す
」と
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
掲
げ
る
柚
上
さ
ん

で
す
。

村
の
観
光
を
元
気
に
し
た
い

み
な
み
あ
そ

広
報

みなみあそ広
報 2020
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水 南阿蘇村の生まれる郷
南阿蘇村きらめくプロジェクト テーマ

人口

男

女

計

世帯数

南
阿
蘇
村

5,043
5,398
10,441
4,540

（－1）

（－1）

（－2）

（±0）
令和元年12月31日現在

（前月比）

手数料の変更について ❹
農地委員等の募集 ❻
村採用試験について 

～トピックス～～トピックス～

南阿蘇村民憲章
私たちは、多様性を認め合いみんなが誇れる南阿蘇村をつくるため、
この憲章を定めます。

みずと緑あふれる美しい自然を愛し、守ります
ながい歴史により育まれた伝統や知恵を受け継ぎ、伝えます
みんなで描く豊かな未来、やさしさにあふれた村を創ります
あその自然と共に営む暮らしを大切にし、活力ある村を築きます
そして、いつも心に蘇る、私たちのふるさと南阿蘇

▲

1月3日、令和初めての成人式が行われました。インタビューや写真撮影
に応じてくださった皆さん、ありがとうございました。それぞれの夢や目標
が叶いますよう、これからのご活躍を心からお祈りいたします。

▲

1月12日
には冷たい小雨のぱらつく中、出初め式が開催されました。各分団の消防団

員の皆さん、南阿蘇中学校少年消防隊の皆さん、大変お疲れさまでした。

▲

寒さの厳しい2月、今
から春が待ち遠しいです。 実

編集
後記

３歳の誕生日を迎えるお子さんを募集します
■応募方法

【お問い合わせ】

誕生月の前月５日（５日が休日の場合は５日以降直近の平日）までに、写真・
一言コメント・お子さんの氏名と生年月日・保護者の氏名・連絡先を添えて
役場政策企画課企画係までお申し込みください。

政策企画課企画係　℡（67）2230

1月中旬、竹などのやぐらで正
月飾りや餅を焼き、火にあたっ
て1年の健康を願う行事「どん
どや」が村内各地で行われまし
た（写真は沢津野区）。

今月の一枚
どんどやの火で
無病息災

柚
上 

顕
次
郎
さ
ん（
中
松
三
）

ゆ
ず
が
み

け
ん

じ
ろ
う

1月3日、ホテルグリーンピア南阿蘇にて令和2年南阿蘇村成人式が行われました。新成人の皆さんは晴れやか
な表情で友人や恩師、家族と一緒に人生の節目の日を過ごしていました。（詳しくは、2ページ）。

令和最初の成人式

Happy Birthday
３さいお誕生日おめでとうお誕生日おめでとう

元気の秘訣は
きなこもち♡

保護者／涼太さん・知佳さん

H29年

生まれ
2月6日

むら かみ

村上 さくらちゃん（女）
下田

いっぱい食べて
大きくなるよー。
りのちゃん大好き♡

保護者／年光さん・りささん

H29年

生まれ
2月9日

みや ざき

宮崎 りあちゃん（女）
第四駐在



　
今
回
、
成
人
を
迎
え
た
の
は

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
、

１
０
１
人（
出
席
者
83
人
）。

　
清
原
晏
さ
ん（
立
野
駅
）に

よ
る
筝
の
演
奏
で
幕
を
開
け
た

式
典
で
は
、
新
成
人
の
飯
干
優

奈
さ
ん（
中
松
一
）・
古
澤
拓
海

さ
ん（
立
野
駅
）が
総
合
司
会

を
務
め
、
松
野
孝
雄
教
育
長
が

「
熊
本
地
震
の
時
、
若
者
は
私

た
ち
に
生
き
が
い
と
希
望
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が

た
の
若
い
力
に
期
待
し
ま
す
」

と
新
成
人
へ
祝
辞
を
贈
り
ま
し

た
。

　
新
成
人
の
誓
い
で
は
、
坂
本

野
乃
華
さ
ん（
第
五
駐
在
）と

田
村
剛
さ
ん（
川
後
田
）が
新

成
人
を
代
表
し
、「
南
阿
蘇
村
の

復
興
に
向
け
て
、
私
た
ち
も
村

の
発
展
を
支
え
る
中
心
的
存
在

と
な
れ
る
よ
う
、
日
々
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
」と
述
べ
ま
し

た
。

　
こ
の
ほ
か
、
村
か
ら
の
記
念

品
を
髙
宮
帆
夏
さ
ん（
吉
田
一
）

が
代
表
で
受
け
取
り
、
交
通
安

全
宣
言
を
後
藤
あ
す
か
さ
ん

（
喜
多
）・
米
村
勇
真
さ
ん（
第

四
駐
在
）が
力
強
く
宣
言
。
最

後
に
、
藤
田
雅
治
さ
ん（
喜
多
）

が
お
礼
の
言
葉
の
中
で
、「
私
た

ち
が
生
ま
れ
、
育
ち
、
学
ん
だ

こ
の
自
然
豊
か
な
南
阿
蘇
を
さ

ら
に
魅
力
あ
る
村
に
し
て
い
く

た
め
に
、
故
郷
に
誇
り
を
も
ち

続
け
な
が
ら
一
歩
一
歩
前
に
進

ん
で
い
き
ま
す
」と
述
べ
ま
し

た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
中
学
校
単

位
で
の
記
念
撮
影
や
、
小
　
湧

介
さ
ん（
一
関
一
）と
渡
邊
青

空
さ
ん（
第
八
駐
在
）の
司
会

で
交
歓
会
が
行
わ
れ
、
会
場
は

和
や
か
な
雰
囲
気
に
。
最
後
は

今
村
郁
哉
さ
ん（
吉
田
三
）の

万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

北
　楓
花
さ
ん（
吉
田
二
）

衛
藤
　菜
々
子
さ
ん（
一
関
二
）

　
自
立
し
た
か
っ
こ
い
い
女
性
に
な

り
た
い

小
林
　文
智
さ
ん（
第
一
駐
在
）

　
こ
れ
か
ら
の
小
さ
い
子
た
ち
の
お

手
本
に
な
る
よ
う
な
立
派
な
大
人
に

な
り
た
い

野
田
　泰
聖
さ
ん（
下
野
）

　
人
に
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
人
に
な

り
た
い

後
藤
　波
叶
さ
ん（
黒
川
）

　
常
識
を
持
っ
た
大
人
に
な
り
た
い

塚
本
　裕
貴
さ
ん（
下
野
）

　
ト
ー
ク
力
を
身
に
付
け
て
自
分
の

周
り
に
変
化
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な

人
に
な
り
た
い

❼❾小　湧介さんと渡邊青空さんが司会を務めた式典後の交歓会では近況報告や感謝の言葉を発表　今村暉一さん（第七駐在）
の発声に合わせてジュースで乾杯　交歓会を締めくくり万歳（今村郁哉さん）　❽晴れ着に身を包んで記念撮影　ダンスが得
意な新成人も

❾ ❽ ❼







 ❶式典前のアトラクションは清原晏さんによる筝の演奏　❷総合司会を務めた飯干優奈
さん・古澤拓海さん　❸交通安全宣言をした後藤あすかさん・米村勇真さん　❹新成人
の誓いを述べた坂本野乃華さん・田村剛さん　❺藤田雅治さんによるお礼の言葉　❻村
からの記念品を受け取った髙宮帆夏さん

❷ ❶

❸

❺

❹

❻

今
年
の
成
人
式
テ
ー
マ

つ
な
が
り繋

　
1
月
3
日
、
令
和
2
年
南
阿
蘇
村
成
人
式
が
、
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
南
阿
蘇
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
家
族

や
恩
師
が
見
守
る
中
、
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
が
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

新
成
人
に

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

〜
ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
か
〜

1
9
9
9（
平
成
11
）年
４
月
２
日
〜

2
0
0
0（
平
成
12
）年
４
月
１
日

■
社
会
の
主
な
出
来
事

•
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
登
場

•
20
世
紀
か
ら
21
世
紀
に

■
村
の
主
な
出
来
事

•
俵
山
第
2
ト
ン
ネ
ル
貫
通

•
第
54
回
国
民
体
育
大
会
開
催

■
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ

•
だ
ん
ご
3
兄
弟

•
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
マ
シ
ー
ン（
モ
ー
ニ
ン
グ
娘
。）

新
成
人
が
生
ま
れ
た
年

「
新
成
人
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

人
生
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
け
る
よ
う
に
」

き
よ

き
たこ

ば
や
し

み

さ
と

のごつ
か

だと
う

も
と

た
いはひ

ろ
せ
い

か
なき

ふ
う

か

え

と
う

な

な

こ

は
ら
は
る

い
い
ぼ
し
ゆ
う

ふ
る
さ
わ

な

さ
か
も
と

のた

む
ら
ご
う

た
か
み
や
ほ

ご
よ
ね

ふ
じ
た
ま
さ
は
る

こ
に
し
ゆ
う

す
けらい

ま

わ
た

む
ら
ふ
み

や

な
べ

そ

む
ら
ゆ
う

ま

と
う

な
つ

の

か

た
く
み

令
和
2
年 

南
阿
蘇
村
成
人
式

1
月
3
日

　会
場
：ホ
テル
グ
リ
ーンピ
ア
南
阿
蘇

いまむら  き  いち
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からの記念品を受け取った髙宮帆夏さん

❷ ❶

❸

❺

❹

❻

今
年
の
成
人
式
テ
ー
マ

つ
な
が
り繋

　
1
月
3
日
、
令
和
2
年
南
阿
蘇
村
成
人
式
が
、
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
南
阿
蘇
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
家
族

や
恩
師
が
見
守
る
中
、
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
が
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

新
成
人
に

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

〜
ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
か
〜

1
9
9
9（
平
成
11
）年
４
月
２
日
〜

2
0
0
0（
平
成
12
）年
４
月
１
日

■
社
会
の
主
な
出
来
事

•
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
登
場

•
20
世
紀
か
ら
21
世
紀
に

■
村
の
主
な
出
来
事

•
俵
山
第
2
ト
ン
ネ
ル
貫
通

•
第
54
回
国
民
体
育
大
会
開
催

■
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ

•
だ
ん
ご
3
兄
弟

•
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
マ
シ
ー
ン（
モ
ー
ニ
ン
グ
娘
。）

新
成
人
が
生
ま
れ
た
年

「
新
成
人
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

人
生
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
け
る
よ
う
に
」

き
よ

き
たこ

ば
や
し

み

さ
と

のごつ
か

だと
う

も
と

た
いはひ

ろ
せ
い

か
なき

ふ
う

か

え

と
う

な

な

こ

は
ら
は
る

い
い
ぼ
し
ゆ
う

ふ
る
さ
わ

な

さ
か
も
と

のた

む
ら
ご
う

た
か
み
や
ほ

ご
よ
ね

ふ
じ
た
ま
さ
は
る

こ
に
し
ゆ
う

す
けらい

ま

わ
た

む
ら
ふ
み

や

な
べ

そ

む
ら
ゆ
う

ま

と
う

な
つ

の

か

た
く
み

令
和
2
年 

南
阿
蘇
村
成
人
式

1
月
3
日

　会
場
：ホ
テル
グ
リ
ーンピ
ア
南
阿
蘇

いまむら  き  いち
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基礎支援金

複
数
世
帯

﹇
世
帯
の
構
成
員
が

複
数
の
世
帯
﹈

単
数
世
帯

﹇
世
帯
の
構
成
員
が

単
数
の
世
帯
﹈ 区

　
分

支
給
額

全
壊
世
帯

解
体
世
帯

1
0
0
万
円

5
0
万
円

大
規
模
半
壊

全
壊
世
帯

解
体
世
帯

7
5
万
円

3
7
万
5
千
円

大
規
模
半
壊

加算支援金

複
数
世
帯

﹇
世
帯
の
構
成
員
が

複
数
の
世
帯
﹈

単
数
世
帯

﹇
世
帯
の
構
成
員
が

単
数
の
世
帯
﹈ 区

　
分

支
給
額

5
0
万
円

賃
貸

3
7
万
5
千
円

賃
貸

1
0
0
万
円

補
修

7
5
万
円

補
修

2
0
0
万
円

建
設
・
購
入

1
5
0
万
円

建
設
・
購
入

VOL.32

南
阿
蘇
村

復
興
む
ら
づ
く
り

だ
よ
り

■
被
災
宅
地
の
復
旧
費
補
助

　
令
和
元
年
度
末（
２
０
２
０
年
３
月
31
日
）が

　
申
請
お
よ
び
事
前
届
出
の
期
限
と
な
り
ま
す
！

　
宅
地
の
の
り
面
、
擁
壁
、
地
盤
の
復
旧
、
住
宅
基
礎
の
傾
斜
修
復

工
事
な
ど
、
被
害
を
受
け
た
宅
地
の
復
旧
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
事
業（
平
成
28
年
熊
本
地
震
復
興
基
金
を
活
用
）は
令
和

元
年
度
末（
２
０
２
０
年
３
月
31
日
）が
申
請
期
限
と
な
り
ま
す
。

　
期
限
以
内
に
申
請
が
出
来
な
い
方
は
事
前
に
届
出
を
行
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
前
届
出
を
し
て
い
な
い
方
は

補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内

に
事
前
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
い
る
方
は
事
前
届
出
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
談
の
み
を
行
っ
た
方
は
事
前
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
宅
地
】

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
の
発
生
時
に
住
宅
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地

※
地
震
後
に
購
入
し
た
宅
地
、
地
震
発
生
時
に
人
の
住
め
る
家

屋
が
な
か
っ
た
宅
地
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

【
補
助
額
】

　
工
事
に
要
し
た
額
か
ら
5
0
万
円
控
除
し
た
額
に
3
分
の
2

を
乗
じ
た
額（
補
助
額
の
上
限
額
6
3
3
万
3
千
円
）

【
事
前
届
出
に
必
要
な
も
の
】

•
事
前
届
出
書（
復
興
推
進
課
窓
口
で
お
渡
し
、
ま
た
は
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

•
宅
地
の
被
災
状
況
を
確
認
で
き
る
資
料（
写
真
な
ど
）を
印
刷

し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

•
印
鑑

【
申
請
書
等
提
出
先
】役
場 

復
興
推
進
課
窓
口
　

【
お
問
合
せ
先
】

　
復
興
推
進
課 

宅
地
復
旧
係
　
℡（
６
７
）１
１
１
３

■
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
に
つ
い
て

　
熊
本
地
震
に
よ
る
住
宅
の
被
害
の
程
度
や
再
建
方
法
に
応
じ

て
支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な

い
方
は
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
支
給
対
象
者
》

り
災
証
明
書
の
判
定
が
大
規
模
半
壊
以
上
の
方

【
基
礎
支
援
金
】

住
宅
の
被
害
の
程
度
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
支
援
金

○
支
給
額

※
住
宅
が「
半
壊
」「
大
規
模
半
壊
」の
り
災
判
定
を
受
け
、
や
む
を

得
な
い
理
由
か
ら
住
宅
を
解
体
し
た
場
合
、「
解
体
」区
分
で
の
申

請
が
可
能
で
す
。
ま
た
、「
大
規
模
半
壊
」区
分
で
申
請
後
、
住
宅

を
解
体
し
た
場
合
も「
解
体
」区
分
で
の
差
額
申
請
が
可
能
で
す
。

【
加
算
支
援
金
】

住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
支
援
金

○
支
給
額

※
被
災
当
初
、「
賃
貸
」区
分
で
申
請
後
、
そ
の
後
の
将
来
設
計

と
し
て
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
、「
建
設
・
購
入
」区
分
で
の

差
額
申
請
が
可
能
で
す
。

【
申
請
期
限
】　
令
和
２
年
５
月
13
日（
水
）

■
災
害
義
援
金
関
係
に
つ
い
て

　
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
配
分
さ
れ
る
義
援
金
で
す
。

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
一
部
損
壊
義
援
金
】

　
り
災
判
定
が「
一
部
損
壊
」の
世
帯
が
対
象
で
す
。
生
活
に
欠

か
せ
な
い
箇
所
の
修
理
費
用
が
か
か
っ
た
場
合
に
左
記
の
と
お

り
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
内
装
や
外
構
の
み
の
工
事
、
家
電
製
品
の
修
理
は
除
く
。

▼
支
給
額

　
修
理
費
用
3
0
万
円
以
上
1
0
0
万
円
未
満
 

　
６
万
円

　
修
理
費
用
1
0
0
万
円
以
上
 

 

1
6
万
円

【
非
課
税
世
帯
】

　
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
の
う
ち
、
非
課
税
世
帯
へ
の

義
援
金
追
加
配
分
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
支
給
額

　
全
壊
・
解
体
世
帯
  

2
0
万
円

　
半
壊
世
帯
 

 

1
0
万
円

※
注
意
事
項

①
り
災
証
明
書
上
の
世
帯
員
が
全
員
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は

対
象
外

②
一
部
村
外
に
転
出
し
た
世
帯
員
が
い
る
場
合
で
も
転
出
先

市
町
村
で
取
得
し
た
課
税
所
得
証
明
書
等
の
提
出
を
求
め

る
③
震
災
後
、
新
た
な
世
帯
員
が
転
入
で
増
え
た
場
合
は
、
要

件
に
含
め
な
い

④
課
税
所
得
証
明
書
は
平
成
30
年
度
の
も
の

【
申
請
期
限
】　
令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）

復
興
推
進
課
　
　
　

℡（
6
7
）1
1
1
3

令和2年4月1日から証明書などの手数料を変更します
　役場で発行する証明書の交付などにかかる手数料の一部を、
令和2年4月1日(水)から次のとおり変更します。
•窓口発行　令和2年4月1日(水)以降の交付分から適用
•郵送請求　令和2年4月1日(水)以降の消印分から適用
（令和2年3月末日までの消印があるものは、変更前の料金です。）
　村民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

所得証明書

課税証明書

納税証明書

租税公課に関する証明

資産に関する証明

営業に関する証明

住民票の写し

住民基本台帳の閲覧

住民票記載事項証明

戸籍の附票の写し

住民票の写しの広域交付

身元、身分に関する証明

印鑑登録カードの交付

印鑑登録証明

認可地緑団体印鑑登録証明

農地に関する諸証明

証明書などの種類 変更となる手数料

1通または1件につき

200円
↓

300円

※上記の表には、利用の多い証明書などの手数料を掲載しています。詳しくは、担当窓口までお問い合わせください。

担当窓口

税務課
℡（67）2703

住民福祉課
℡（67）2702

農業委員会
℡（67）2706
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基礎支援金

複
数
世
帯

﹇
世
帯
の
構
成
員
が

複
数
の
世
帯
﹈

単
数
世
帯

﹇
世
帯
の
構
成
員
が

単
数
の
世
帯
﹈ 区

　
分

支
給
額

全
壊
世
帯

解
体
世
帯

1
0
0
万
円

5
0
万
円

大
規
模
半
壊

全
壊
世
帯

解
体
世
帯

7
5
万
円

3
7
万
5
千
円

大
規
模
半
壊

加算支援金

複
数
世
帯

﹇
世
帯
の
構
成
員
が

複
数
の
世
帯
﹈

単
数
世
帯

﹇
世
帯
の
構
成
員
が

単
数
の
世
帯
﹈ 区

　
分

支
給
額

5
0
万
円

賃
貸

3
7
万
5
千
円

賃
貸

1
0
0
万
円

補
修

7
5
万
円

補
修

2
0
0
万
円

建
設
・
購
入

1
5
0
万
円

建
設
・
購
入

VOL.32

南
阿
蘇
村

復
興
む
ら
づ
く
り

だ
よ
り

■
被
災
宅
地
の
復
旧
費
補
助

　
令
和
元
年
度
末（
２
０
２
０
年
３
月
31
日
）が

　
申
請
お
よ
び
事
前
届
出
の
期
限
と
な
り
ま
す
！

　
宅
地
の
の
り
面
、
擁
壁
、
地
盤
の
復
旧
、
住
宅
基
礎
の
傾
斜
修
復

工
事
な
ど
、
被
害
を
受
け
た
宅
地
の
復
旧
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
事
業（
平
成
28
年
熊
本
地
震
復
興
基
金
を
活
用
）は
令
和

元
年
度
末（
２
０
２
０
年
３
月
31
日
）が
申
請
期
限
と
な
り
ま
す
。

　
期
限
以
内
に
申
請
が
出
来
な
い
方
は
事
前
に
届
出
を
行
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
前
届
出
を
し
て
い
な
い
方
は

補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内

に
事
前
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
い
る
方
は
事
前
届
出
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
談
の
み
を
行
っ
た
方
は
事
前
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
宅
地
】

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
の
発
生
時
に
住
宅
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地

※
地
震
後
に
購
入
し
た
宅
地
、
地
震
発
生
時
に
人
の
住
め
る
家

屋
が
な
か
っ
た
宅
地
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

【
補
助
額
】

　
工
事
に
要
し
た
額
か
ら
5
0
万
円
控
除
し
た
額
に
3
分
の
2

を
乗
じ
た
額（
補
助
額
の
上
限
額
6
3
3
万
3
千
円
）

【
事
前
届
出
に
必
要
な
も
の
】

•
事
前
届
出
書（
復
興
推
進
課
窓
口
で
お
渡
し
、
ま
た
は
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

•
宅
地
の
被
災
状
況
を
確
認
で
き
る
資
料（
写
真
な
ど
）を
印
刷

し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

•
印
鑑

【
申
請
書
等
提
出
先
】役
場 

復
興
推
進
課
窓
口
　

【
お
問
合
せ
先
】

　
復
興
推
進
課 

宅
地
復
旧
係
　
℡（
６
７
）１
１
１
３

■
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
に
つ
い
て

　
熊
本
地
震
に
よ
る
住
宅
の
被
害
の
程
度
や
再
建
方
法
に
応
じ

て
支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な

い
方
は
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
支
給
対
象
者
》

り
災
証
明
書
の
判
定
が
大
規
模
半
壊
以
上
の
方

【
基
礎
支
援
金
】

住
宅
の
被
害
の
程
度
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
支
援
金

○
支
給
額

※
住
宅
が「
半
壊
」「
大
規
模
半
壊
」の
り
災
判
定
を
受
け
、
や
む
を

得
な
い
理
由
か
ら
住
宅
を
解
体
し
た
場
合
、「
解
体
」区
分
で
の
申

請
が
可
能
で
す
。
ま
た
、「
大
規
模
半
壊
」区
分
で
申
請
後
、
住
宅

を
解
体
し
た
場
合
も「
解
体
」区
分
で
の
差
額
申
請
が
可
能
で
す
。

【
加
算
支
援
金
】

住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
支
援
金

○
支
給
額

※
被
災
当
初
、「
賃
貸
」区
分
で
申
請
後
、
そ
の
後
の
将
来
設
計

と
し
て
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
、「
建
設
・
購
入
」区
分
で
の

差
額
申
請
が
可
能
で
す
。

【
申
請
期
限
】　
令
和
２
年
５
月
13
日（
水
）

■
災
害
義
援
金
関
係
に
つ
い
て

　
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
配
分
さ
れ
る
義
援
金
で
す
。

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
一
部
損
壊
義
援
金
】

　
り
災
判
定
が「
一
部
損
壊
」の
世
帯
が
対
象
で
す
。
生
活
に
欠

か
せ
な
い
箇
所
の
修
理
費
用
が
か
か
っ
た
場
合
に
左
記
の
と
お

り
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
内
装
や
外
構
の
み
の
工
事
、
家
電
製
品
の
修
理
は
除
く
。

▼
支
給
額

　
修
理
費
用
3
0
万
円
以
上
1
0
0
万
円
未
満
 

　
６
万
円

　
修
理
費
用
1
0
0
万
円
以
上
 

 

1
6
万
円

【
非
課
税
世
帯
】

　
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
の
う
ち
、
非
課
税
世
帯
へ
の

義
援
金
追
加
配
分
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
支
給
額

　
全
壊
・
解
体
世
帯
  

2
0
万
円

　
半
壊
世
帯
 

 

1
0
万
円

※
注
意
事
項

①
り
災
証
明
書
上
の
世
帯
員
が
全
員
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は

対
象
外

②
一
部
村
外
に
転
出
し
た
世
帯
員
が
い
る
場
合
で
も
転
出
先

市
町
村
で
取
得
し
た
課
税
所
得
証
明
書
等
の
提
出
を
求
め

る
③
震
災
後
、
新
た
な
世
帯
員
が
転
入
で
増
え
た
場
合
は
、
要

件
に
含
め
な
い

④
課
税
所
得
証
明
書
は
平
成
30
年
度
の
も
の

【
申
請
期
限
】　
令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）

復
興
推
進
課
　
　
　

℡（
6
7
）1
1
1
3

令和2年4月1日から証明書などの手数料を変更します
　役場で発行する証明書の交付などにかかる手数料の一部を、
令和2年4月1日(水)から次のとおり変更します。
•窓口発行　令和2年4月1日(水)以降の交付分から適用
•郵送請求　令和2年4月1日(水)以降の消印分から適用
（令和2年3月末日までの消印があるものは、変更前の料金です。）
　村民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

所得証明書

課税証明書

納税証明書

租税公課に関する証明

資産に関する証明

営業に関する証明

住民票の写し

住民基本台帳の閲覧

住民票記載事項証明

戸籍の附票の写し

住民票の写しの広域交付

身元、身分に関する証明

印鑑登録カードの交付

印鑑登録証明

認可地緑団体印鑑登録証明

農地に関する諸証明

証明書などの種類 変更となる手数料

1通または1件につき

200円
↓

300円

※上記の表には、利用の多い証明書などの手数料を掲載しています。詳しくは、担当窓口までお問い合わせください。

担当窓口

税務課
℡（67）2703

住民福祉課
℡（67）2702

農業委員会
℡（67）2706
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「
阿
蘇
の
景
観
を
守
る

宣
言
」採
択

　
１
月
16
日
に
県
庁
で
、
県
と
南
阿
蘇

村
を
含
む
阿
蘇
郡
市
7
市
町
村
に
よ
る

阿
蘇
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
協
議
会

（
以
下「
協
議
会
」）が
、「
阿
蘇
の
景
観

を
守
る
宣
言
」を
採
択
し
ま
し
た
。

　
こ
の
宣
言
は
、
阿
蘇
の
魅
力
あ
る
文

化
的
景
観
や
眺
望
が
損
な
わ
れ
る
よ
う

な
行
為
・
施
設
な
ど
を
抑
制
し
、
阿
蘇

地
域
全
体
の
文
化
的
景
観
を
保
全
し
て

い
く
と
い
う
協
議
会
の
姿
勢
を
示
す
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宣言を採択した阿蘇世界文化遺産推進協議会

〈問い合わせ〉南阿蘇村地域農業再生協議会　℡（63）3122

　南阿蘇村農業委員会では、現委員の任期が令和2年7月19日に満了することに伴い、「農業委員および農地利用
最適化推進委員」を募集します。なお、両方兼務することはできません。

○農業委員　　　　　　　　　19人
○農地利用最適化推進委員　　20人

農業委員および農地利用最適化推進委員を
募集します!!

　産地交付金（※）とは、地域で作成する「水田フル活用ビジョン」に基づく、二毛作や耕畜連携などを含む産地づ
くりに向けた取り組みを支援する制度です。国から配分される資金枠の範囲で、都道府県・地域農業再生協議会が
助成内容（交付対象作物・取り組み・単価等）を設定します。
　令和元年度の熊本県・南阿蘇村の取り組みに応じた配分は、下表のとおりです。

令和元年度産地交付金の交付単価
南阿蘇村地域農業再生協議会からのお知らせ

阿
蘇
の
タ
ネ
と
食
を
守
る
講
演
会

〜
こ
れ
か
ら
の「
食
」を
み
ん
な
で
考
え
ま
せ
ん
か
〜

　
私
た
ち
の
体
は
私
た
ち
が
食
べ
る
も
の
か
ら

で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
食
」に
関
心
を

持
ち
、
そ
の
理
解
を
日
々
実
践
す
る
こ
と
が
、

健
康
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
全
て
の

世
代
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
生
産
者
と
消
費
者
が
共
に「
食
」

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、「
阿
蘇
の
タ
ネ

と
食
を
守
る
講
演
会
」を
企
画
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の「
食
」を
み
ん
な
で
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
多
く
の
方
々
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
3
月
7
日（
土
）　
午
後
2
時
〜
4
時

■
場
所
　
旧
久
木
野
庁
舎
3
階
集
会
ホ
ー
ル

■
参
加
費
　
無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

【
講
演
①
】

　
原
山
寅
雄
さ
ん（
Ｊ
Ａ
阿
蘇 

代
表
理
事
組
合
長
）

　「
阿
蘇
の
農
業
・
畜
産
の
現
状
と
未
来
」

【
講
演
②
】

　
山
田
正
彦
さ
ん（
元
農
林
水
産
大
臣・弁
護
士
）

　「
食
は
ど
う
な
る
？
」

（
主
催
）Ｊ
Ａ
阿
蘇

（
共
催
）阿
蘇
の
タ
ネ
と
食
を
守
る
会

（
後
援
）南
阿
蘇
村
、
高
森
町

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
阿
蘇
の
タ
ネ
と
食
を
守
る
会

　
広
報
担
当
：
山
田

　
℡
０
９
０（
３
９
５
５
）４
２
９
４

白水

久木野

長陽

両併一、両併二、両併三、白川、吉田一、吉田二、吉田三、
一関一、一関二、中松一、中松二、中松三

第一駐在、第二駐在、第三駐在、第四駐在、第五駐在、
第六駐在、第七駐在、第八駐在、第九駐在

東下田、下田、加勢、川後田、喜多、栃木、袴野、長野、
乙ヶ瀬、沢津野、黒川、下野、立野、新所、立野駅、赤瀬

７人

４人

９人

区域名 区域の詳細 募集人員

《農地利用最適化推進委員担当区域》

募集人員

○農業委員　　　　　　　　令和2年7月20日から令和5年7月19日
○農地利用最適化推進委員　農業委員会が委嘱した日から令和5年7月19日

任期

○農業委員
　総会での意思決定、農地の利用移転や転用に係る許認可業務および農地利用最適化の指針作成、最適化推進委員
と連携した現地での調査、活動など
○農地利用最適化推進委員
　農業委員と連携し、担当する地区の農地の利用状況調査、遊休農地の発生防止・解消に向けた農地所有者等への
働きかけ、担い手への農地集積の推進など現場活動

役割

　応募用紙に必要事項をご記入のうえ、南阿蘇村農業委員会事務局にお持ちいただくか、郵送により提出してくだ
さい。
　応募用紙は、南阿蘇村農業委員会事務局に設置しているほか、南阿蘇村ホームページからもダウンロードできます。

応募方法

　令和2年3月2日（月）から令和2年3月31日（火）

応募期間

　応募者の状況は、3月中旬と受付期間終了後に、南阿蘇村ホームページなどで公表します。

公表について

　南阿蘇村農業委員会事務局　℡（67）2707

お問い合わせ・申し込み

（※）交付決定および支払日は、3月中の予定です。

熊本県

対象作物 取り組み内容 交付単価協議会など

そば 基幹作のみ 20,000円／10a

大豆・そば

そば・飼料作物

飼料作物

基幹作のみ
担い手（認定農業者・集落営農・認定新規就農者）

基幹作のみ
担い手（認定農業者・認定新規就農者）

地域振興作物（野菜・花き・
花木・果樹・雑穀・その他）

地域振興作物（野菜・花き・
花木・果樹・雑穀・その他）

南阿蘇村
地域農業

再生協議会

基幹作のみ

二毛作

耕畜連携

15,000円／10a

19,000円／10a

15,000円／10a

13,000円／10a

13,000円／10a
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守
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宣言を採択した阿蘇世界文化遺産推進協議会

〈問い合わせ〉南阿蘇村地域農業再生協議会　℡（63）3122

　南阿蘇村農業委員会では、現委員の任期が令和2年7月19日に満了することに伴い、「農業委員および農地利用
最適化推進委員」を募集します。なお、両方兼務することはできません。

○農業委員　　　　　　　　　19人
○農地利用最適化推進委員　　20人

農業委員および農地利用最適化推進委員を
募集します!!

　産地交付金（※）とは、地域で作成する「水田フル活用ビジョン」に基づく、二毛作や耕畜連携などを含む産地づ
くりに向けた取り組みを支援する制度です。国から配分される資金枠の範囲で、都道府県・地域農業再生協議会が
助成内容（交付対象作物・取り組み・単価等）を設定します。
　令和元年度の熊本県・南阿蘇村の取り組みに応じた配分は、下表のとおりです。

令和元年度産地交付金の交付単価
南阿蘇村地域農業再生協議会からのお知らせ
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の
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を
守
る
講
演
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〜
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ら
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」を
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○農地利用最適化推進委員　農業委員会が委嘱した日から令和5年7月19日
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○農業委員
　総会での意思決定、農地の利用移転や転用に係る許認可業務および農地利用最適化の指針作成、最適化推進委員
と連携した現地での調査、活動など
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　農業委員と連携し、担当する地区の農地の利用状況調査、遊休農地の発生防止・解消に向けた農地所有者等への
働きかけ、担い手への農地集積の推進など現場活動

役割

　応募用紙に必要事項をご記入のうえ、南阿蘇村農業委員会事務局にお持ちいただくか、郵送により提出してくだ
さい。
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　令和2年3月2日（月）から令和2年3月31日（火）

応募期間
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公表について

　南阿蘇村農業委員会事務局　℡（67）2707

お問い合わせ・申し込み

（※）交付決定および支払日は、3月中の予定です。

熊本県

対象作物 取り組み内容 交付単価協議会など

そば 基幹作のみ 20,000円／10a

大豆・そば

そば・飼料作物

飼料作物

基幹作のみ
担い手（認定農業者・集落営農・認定新規就農者）

基幹作のみ
担い手（認定農業者・認定新規就農者）

地域振興作物（野菜・花き・
花木・果樹・雑穀・その他）

地域振興作物（野菜・花き・
花木・果樹・雑穀・その他）

南阿蘇村
地域農業

再生協議会

基幹作のみ

二毛作

耕畜連携

15,000円／10a

19,000円／10a

15,000円／10a

13,000円／10a

13,000円／10a
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○健康・生活面
•電子機器は夜10時から朝６時まで使わない
•電子機器は明るい所で使い、休憩を2時間おきにとる
○安全・モラル面
•個人情報はのせない！教えない！書き込まない！
•面と向かって言えないことは、ネットでも言わない
○学習面
•勉強とそれ以外の自由時間を区別する
•スマホ平均2時間以内（テスト前は1時間）

南阿蘇中 守ルール ～情報機器編～

　KDDI株式会社、東海大学、株式会社エア・カメラ、村が、
「道の駅あそ望の郷くぎの」にて、ドローン視点で自由に飛
行体験できる新たな観光サービスの実証試験を行いました。
　この試験は総務省の5G（※）総合実証試験の一環。2機
の5Gドローンに搭載されたカメラの映像をVRゴーグルで
リアルタイムに見ることができました。事前に撮影した映
像に切り替えて震災遺構や牧野など普段観光客が立ち入れ
ない場所の紹介も可能です。
　今後、新たな観光案内のアイテム・ビジネスモデルとして、
地域の発展に繋がることが期待されます。
※5G …超高速、超低遅延、多数同時接続といった特長を持つ次世代の移動通信

システム

VRゴーグルでドローンから見た景色を体感

工事の進捗状況についての詳しい説明

実際に工事現場を視察

　南阿蘇村区長会（会長 野田敏信 第九駐在区長）37人が、
立野ダム建設現場と阿蘇大橋建設現場を視察しました。
　立野ダム建設現場では、9月に旧立野小学校内に開設
した「あそ立野ダム広報室」を訪問し、国土交通省九州
地方整備局立野ダム工事事務所の安田副所長より立野ダ
ムの役割やダムを活用した地域振興への活用などの詳し
い話を聞いた後、工事ヤード内の「たてのテラス」に移り、
工事課 染谷建設監察官より工事の進捗状況や工法につ
いて説明を受けました。
　阿蘇大橋建設現場（栃木側）では、国土交通省九州地
方整備局熊本復興事務所の江口副所長より大規模崩落の
り面復旧工事の進捗状況、今村副所長より阿蘇大橋建設
工事の進捗状況の報告がありました。
　最後に野田区長会長が、「24時間体制で工事を行って
おられるので、現場の皆さんは体調管理に十分注意され、
安全な工事体制で、立派なダムと橋の完成をお願いしま
す」とお礼を述べられました。

空からの視点で新たな観光を
5Gドローンの観光活用実証試験

12
13

青年農業者の成果発表
阿蘇地方青年農業者会議

12
17

区長会が工事現場を視察
国土交通省工事現場視察

12
4

富田達夫IPA理事長（左）と賞を受けた辰巳詩織さん（右） 全校での取組みの中心となっている生徒会執行部

　IPA（独立行政法人情報処理推進機構　以下「IPA」）主
催の第15回IPA「ひろげよう情報モラル・セキュリティ
コンクール」において南阿蘇中学校の取組が優秀な成績
を収め、同校第一体育館で行われた授賞式で富田達夫
IPA理事長より表彰状が授与されました。
　標語部門で同校3年の辰巳詩織さん（両併一）が熊本県
警察本部の優秀賞を受賞。活動部門では生徒会執行部を
中心にスマートフォンなどの電子機器利用について全校
生徒でルールを策定し守る取組が文部科学大臣賞に選ば
れ、広報放送委員長の林田くる実さん（第八駐在）が代
表で表彰状を受け取りました。

優秀賞・文部科学大臣賞を受賞
第15回IPA「ひろげよう情報モラル・セキュリティコンクール」（南阿蘇中学校）

12
23

Hot News 南 阿 蘇 村 の 話 題

　令和元年の大みそか、福島県南相馬市において、（一社）
みなみあそ観光局が主催し有志7人による年越しそばの
振る舞いが行われました。
　これまでの村への震災復興支援への感謝と、台風19
号の被害へのお見舞いとして、当日は名産の南阿蘇そば
500食を準備。会場となった同市の三嶋神社では、年越
しの参拝に訪れた多くの人にそばが振る舞われました。
　また、同行した荒牧議長から南相馬市長へ村で募った
義援金が手渡されました。

農業用水を利用し発電
小水力発電事業に関する協定書調印式・起工式

1
8

名産のそばで感謝とお見舞い
南相馬市で年越しそばの振る舞いを実施

12
31

温かいそばのふるまいに多くの人が立ち寄りました　久木野村土地改良区（光永政敏理事長）の農業用水路
を利用した小水力発電事業に関する協定書調印式が、役
場庁議室で行われました。
　この事業は久木野地区の農業用水を活用して発電を行
うもので、南阿蘇水力発電株式会社（前田和幸代表取締
役）が実施。事業実施にあたり久木野村土地改良区と同
社が協定書を交わし、特定非営利法人くまもと温暖化対
策センターと村が立会人を務めました。
　発電規模は198kWで、令和3年4月から発電開始予定。
発電した電力は20年間にわたり売電される計画です。

協定書を手にする光永政敏理事長（久木野土地改良区、左から3番目）
と穴井憲良副社長（南阿蘇水力発電株式会社、同2番目）

　阿蘇地方青年農業者クラブ員が日頃のクラブ活動やプ
ロジェクト活動の成果を発表する阿蘇地方青年農業者会
議が阿蘇地域振興局で開催されました。
　「意見発表部門」では、古澤正剛さん（第八駐在）が就
農して感じたことをテーマに自身が就農したきっかけや
体験談、これからの展望などを発表し、秀賞を受賞され
ました。古澤さんは1月28日に開催される熊本県農業
者会議においても、阿蘇地域の代表として意見発表を行
いました。

秀賞を受けた古澤正剛さん（第八駐在）
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•電子機器は明るい所で使い、休憩を2時間おきにとる
○安全・モラル面
•個人情報はのせない！教えない！書き込まない！
•面と向かって言えないことは、ネットでも言わない
○学習面
•勉強とそれ以外の自由時間を区別する
•スマホ平均2時間以内（テスト前は1時間）

南阿蘇中 守ルール ～情報機器編～

　KDDI株式会社、東海大学、株式会社エア・カメラ、村が、
「道の駅あそ望の郷くぎの」にて、ドローン視点で自由に飛
行体験できる新たな観光サービスの実証試験を行いました。
　この試験は総務省の5G（※）総合実証試験の一環。2機
の5Gドローンに搭載されたカメラの映像をVRゴーグルで
リアルタイムに見ることができました。事前に撮影した映
像に切り替えて震災遺構や牧野など普段観光客が立ち入れ
ない場所の紹介も可能です。
　今後、新たな観光案内のアイテム・ビジネスモデルとして、
地域の発展に繋がることが期待されます。
※5G …超高速、超低遅延、多数同時接続といった特長を持つ次世代の移動通信

システム

VRゴーグルでドローンから見た景色を体感

工事の進捗状況についての詳しい説明

実際に工事現場を視察

　南阿蘇村区長会（会長 野田敏信 第九駐在区長）37人が、
立野ダム建設現場と阿蘇大橋建設現場を視察しました。
　立野ダム建設現場では、9月に旧立野小学校内に開設
した「あそ立野ダム広報室」を訪問し、国土交通省九州
地方整備局立野ダム工事事務所の安田副所長より立野ダ
ムの役割やダムを活用した地域振興への活用などの詳し
い話を聞いた後、工事ヤード内の「たてのテラス」に移り、
工事課 染谷建設監察官より工事の進捗状況や工法につ
いて説明を受けました。
　阿蘇大橋建設現場（栃木側）では、国土交通省九州地
方整備局熊本復興事務所の江口副所長より大規模崩落の
り面復旧工事の進捗状況、今村副所長より阿蘇大橋建設
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　最後に野田区長会長が、「24時間体制で工事を行って
おられるので、現場の皆さんは体調管理に十分注意され、
安全な工事体制で、立派なダムと橋の完成をお願いしま
す」とお礼を述べられました。
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　標語部門で同校3年の辰巳詩織さん（両併一）が熊本県
警察本部の優秀賞を受賞。活動部門では生徒会執行部を
中心にスマートフォンなどの電子機器利用について全校
生徒でルールを策定し守る取組が文部科学大臣賞に選ば
れ、広報放送委員長の林田くる実さん（第八駐在）が代
表で表彰状を受け取りました。
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第15回IPA「ひろげよう情報モラル・セキュリティコンクール」（南阿蘇中学校）
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　令和元年の大みそか、福島県南相馬市において、（一社）
みなみあそ観光局が主催し有志7人による年越しそばの
振る舞いが行われました。
　これまでの村への震災復興支援への感謝と、台風19
号の被害へのお見舞いとして、当日は名産の南阿蘇そば
500食を準備。会場となった同市の三嶋神社では、年越
しの参拝に訪れた多くの人にそばが振る舞われました。
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温かいそばのふるまいに多くの人が立ち寄りました　久木野村土地改良区（光永政敏理事長）の農業用水路
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社が協定書を交わし、特定非営利法人くまもと温暖化対
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発電した電力は20年間にわたり売電される計画です。

協定書を手にする光永政敏理事長（久木野土地改良区、左から3番目）
と穴井憲良副社長（南阿蘇水力発電株式会社、同2番目）

　阿蘇地方青年農業者クラブ員が日頃のクラブ活動やプ
ロジェクト活動の成果を発表する阿蘇地方青年農業者会
議が阿蘇地域振興局で開催されました。
　「意見発表部門」では、古澤正剛さん（第八駐在）が就
農して感じたことをテーマに自身が就農したきっかけや
体験談、これからの展望などを発表し、秀賞を受賞され
ました。古澤さんは1月28日に開催される熊本県農業
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No.166

ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回は、「高齢者虐待防止法」についてお伝えします。

村
民
み
ん
な
で「
ハ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

の
村
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　 

総
務
課 

人
権
政
策
係

○
高
齢
者
虐
待
防
止
法
と
は
？

　
高
齢
者
虐
待
防
止
法（
高
齢
者
に
対

す
る
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者

に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
）は
、

平
成
18
年
4
月
に
施
行
さ
れ
、
高
齢
者

虐
待
に
つ
い
て
の
周
知
や
理
解
は
進
み

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
報
道
で
ご
存
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の
と
お
り
、
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齢
者
虐
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数
は
、
年
々
増
加
し
て

お
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ま
す
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認
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症
や
体
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低
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り
、
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養
護
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介
護
者
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追
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詰
め
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り
、

適
切
な
介
護
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仕
方
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対
応
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分
か
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な
い
た
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に
、
不
適
切
な
対
応
と
な
り
、

結
果
と
し
て
虐
待
へ
と
発
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し
て
し
ま
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と
も
あ
り
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高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

尊
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を
守
ら
れ
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安
心
し
た
生
活
を
し

て
い
く
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高
齢
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こ
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な
こ
と
と
捉
え
、

高
齢
者
虐
待
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
支

え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
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虐
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高
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待
防
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高
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齢
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に
対
す
る
著
し
い
暴
言
ま
た

は
著
し
く
拒
絶
的
な
対
応
、
そ
の
他
高

齢
者
に
著
し
い
心
理
的
外
傷
を
与
え
る

言
動
を
行
う
こ
と
。

（
例
）

　
排
泄
の
失
敗
を
嘲
笑
し
た
り
、
そ
れ

を
人
前
で
話
す
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者

に
恥
を
か
か
せ
る
。

　
怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、
悪
口
を
言
う
。

　
侮
辱
を
込
め
て
、
子
ど
も
の
よ
う
に

扱
う
。

　
意
図
的
に
無
視
す
る
。

　
あ
と
２
つ
の
分
類
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
は
、
次
号
で
掲
載
し
ま
す
。

〈問い合わせ〉熊本県交通安全推進連盟（熊本県くらしの安全推進課内）　℡096（333）2293

安全な運転のための費用補助（最大3万円）
　ペダル踏み間違い防止装置の購入・設置費用の一部（最大3万円）を補助します。
　ご希望の方は協力店舗へご相談ください。

　熊本県ホームページに掲載（「熊本県」で検索し、ホーム>利用の多いページ>助成金・補助金）

※装置の購入・設置費用（税込）が3万3千円以上の場合は3万円を除いた額、3万3千円未満の場合は装置の購入・
設置費用（税込）を除いた額

住所が熊本県内
有効な運転免許証を持っている
令和２年３月31日現在で70歳以上

○購入・設置の流れ

○対象となる方（次の条件を全て満たすこと）

○協力店舗の一覧

協力店舗へご相談 予約日に本人が来店し
申込書を記入

装置の使用方法の説明を受け、
本人負担分の金額(※)を支払い

安全運転支援装置を設置できる自動車である
車検証に「自家用」と記載されている
車検証の所有者／使用者氏名と、運転免許証
の氏名が同じ　または　車検証の所有者／使
用者の住所と、運転免許証の住所が同じ

〈自動車についての条件〉

じ
ょ
く
そ
う

凛々しいラッパ隊の演奏

南阿蘇中学校少年消防隊も通常点検を披露 優勝した女性分団の皆さん

栃原団長を先頭に分列行進

　
南
阿
蘇
村
消
防
団
出
初
め
式

が
、
1
月
12
日
、
白
水
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
３

３
人
の
消
防
団
員
と
、
36
人
の

南
阿
蘇
中
学
校
少
年
消
防
隊
が

引
き
締
ま
っ
た
表
情
で
参
集
し
、

分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
各
表
彰
授
与
が
行

わ
れ
、
栃
原
団
長
が
全
国
各
地

で
の
火
災
・
風
水
害
、
地
震
な

ど
の
被
害
に
触
れ
、「
村
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ

う
、
消
防
団
力
の
強
化
を
図
り
、

村
の
復
興
に
力
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
団

員
の
皆
さ
ま
も
心
を
ひ
と
つ
に

し
て
、
な
お
一
層
精
進
さ
れ
る

よ
う
期
待
し
ま
す
」と
訓
示
を

述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
少
年
消
防
隊
お
よ

び
分
団
ご
と
に
通
常
点
検
披
露

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
阿
蘇
村
消
防
団
出
初
め
式

令
和
2
年

通
常
点
検
結
果

優
　
勝
　
女
性
分
団

準
優
勝
　
第
２
分
団（
白
川
）

第
３
位
　
第
４
分
団

（
一
関
一
・
一
関
二
・
中
松
一
）
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No.166

ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回は、「高齢者虐待防止法」についてお伝えします。

村
民
み
ん
な
で「
ハ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

の
村
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　 

総
務
課 

人
権
政
策
係

○
高
齢
者
虐
待
防
止
法
と
は
？

　
高
齢
者
虐
待
防
止
法（
高
齢
者
に
対

す
る
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者

に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
）は
、

平
成
18
年
4
月
に
施
行
さ
れ
、
高
齢
者

虐
待
に
つ
い
て
の
周
知
や
理
解
は
進
み

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
報
道
で
ご
存
じ
の
と
お
り
、

高
齢
者
虐
待
の
数
は
、
年
々
増
加
し
て

お
り
ま
す
。

　
認
知
症
や
体
の
自
立
度
の
低
下
な
ど

に
よ
り
、
介
護
負
担
が
増
し
、
養
護
者

（
介
護
者
）が
追
い
詰
め
ら
れ
た
り
、

適
切
な
介
護
の
仕
方
や
対
応
が
分
か
ら

な
い
た
め
に
、
不
適
切
な
対
応
と
な
り
、

結
果
と
し
て
虐
待
へ
と
発
展
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　 

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

尊
厳
を
守
ら
れ
、
安
心
し
た
生
活
を
し

て
い
く
た
め
に
、
高
齢
者
虐
待
が
誰
に

で
も
起
こ
る
得
る
身
近
な
こ
と
と
捉
え
、

高
齢
者
虐
待
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
支

え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
高
齢
者
虐
待
と
は
？

　
高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
の「
高
齢
者

虐
待
」と
は
、高
齢
者（
65
歳
以
上
の
人
）

に
対
す
る
養
護
者（
養
護
し
て
い
る
家

族
、
親
族
、
同
居
人
等
）と
養
介
護
施

設
従
事
者（
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
施

設
の
職
員
等
）に
よ
る
行
為
で
、
虐
待

を
次
の
5
つ
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

•
身
体
的
虐
待

　
高
齢
者
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、
ま

た
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
暴
力
を
加

え
る
こ
と
。

（
例
）

　
た
た
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
無
理
に

食
事
を
口
に
入
れ
る
。

　
ベ
ッ
ド
に
縛
り
つ
け
た
り
、
意
図
的

に
薬
を
過
剰
に
服
用
さ
せ
た
り
し
て
、

身
体
拘
束
・
抑
制
を
す
る
な
ど
。

•
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

　
高
齢
者
を
衰
弱
さ
せ
る
よ
う
な
著
し

い
減
食
ま
た
は
長
時
間
の
放
置
、
養
護

者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐
待
行
為
の

放
置
な
ど
、
養
護
を
著
し
く
怠
る
こ
と
。

（
例
）

　
異
臭
が
す
る
、
髪
や
つ
め
が
伸
び
放

題
だ
っ
た
り
、
皮
膚
が
汚
れ
て
い
る
。

　
い
つ
も
同
じ
服
、
濡
れ
た
ま
ま
の
下

着
で
い
る
、
程
度
の
ひ
ど
い
褥
瘡（
＝

床
ず
れ
）を
お
こ
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
本
人
が
必
要
と
す
る
介
護
・

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
、
相
応
の
理
由
な
く

制
限
し
た
り
使
わ
せ
な
い
。

•
心
理
的
虐
待

　
高
齢
者
に
対
す
る
著
し
い
暴
言
ま
た

は
著
し
く
拒
絶
的
な
対
応
、
そ
の
他
高

齢
者
に
著
し
い
心
理
的
外
傷
を
与
え
る

言
動
を
行
う
こ
と
。

（
例
）

　
排
泄
の
失
敗
を
嘲
笑
し
た
り
、
そ
れ

を
人
前
で
話
す
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者

に
恥
を
か
か
せ
る
。

　
怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、
悪
口
を
言
う
。

　
侮
辱
を
込
め
て
、
子
ど
も
の
よ
う
に

扱
う
。

　
意
図
的
に
無
視
す
る
。

　
あ
と
２
つ
の
分
類
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
は
、
次
号
で
掲
載
し
ま
す
。

〈問い合わせ〉熊本県交通安全推進連盟（熊本県くらしの安全推進課内）　℡096（333）2293

安全な運転のための費用補助（最大3万円）
　ペダル踏み間違い防止装置の購入・設置費用の一部（最大3万円）を補助します。
　ご希望の方は協力店舗へご相談ください。

　熊本県ホームページに掲載（「熊本県」で検索し、ホーム>利用の多いページ>助成金・補助金）

※装置の購入・設置費用（税込）が3万3千円以上の場合は3万円を除いた額、3万3千円未満の場合は装置の購入・
設置費用（税込）を除いた額

住所が熊本県内
有効な運転免許証を持っている
令和２年３月31日現在で70歳以上

○購入・設置の流れ

○対象となる方（次の条件を全て満たすこと）

○協力店舗の一覧

協力店舗へご相談 予約日に本人が来店し
申込書を記入

装置の使用方法の説明を受け、
本人負担分の金額(※)を支払い

安全運転支援装置を設置できる自動車である
車検証に「自家用」と記載されている
車検証の所有者／使用者氏名と、運転免許証
の氏名が同じ　または　車検証の所有者／使
用者の住所と、運転免許証の住所が同じ

〈自動車についての条件〉

じ
ょ
く
そ
う

凛々しいラッパ隊の演奏

南阿蘇中学校少年消防隊も通常点検を披露 優勝した女性分団の皆さん

栃原団長を先頭に分列行進

　
南
阿
蘇
村
消
防
団
出
初
め
式

が
、
1
月
12
日
、
白
水
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
３

３
人
の
消
防
団
員
と
、
36
人
の

南
阿
蘇
中
学
校
少
年
消
防
隊
が

引
き
締
ま
っ
た
表
情
で
参
集
し
、

分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
各
表
彰
授
与
が
行

わ
れ
、
栃
原
団
長
が
全
国
各
地

で
の
火
災
・
風
水
害
、
地
震
な

ど
の
被
害
に
触
れ
、「
村
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ

う
、
消
防
団
力
の
強
化
を
図
り
、

村
の
復
興
に
力
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
団

員
の
皆
さ
ま
も
心
を
ひ
と
つ
に

し
て
、
な
お
一
層
精
進
さ
れ
る

よ
う
期
待
し
ま
す
」と
訓
示
を

述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
少
年
消
防
隊
お
よ

び
分
団
ご
と
に
通
常
点
検
披
露

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
阿
蘇
村
消
防
団
出
初
め
式

令
和
2
年

通
常
点
検
結
果

優
　
勝
　
女
性
分
団

準
優
勝
　
第
２
分
団（
白
川
）

第
３
位
　
第
４
分
団

（
一
関
一
・
一
関
二
・
中
松
一
）
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〈各試験についての問い合わせ先〉
南阿蘇村役場 総務課　℡0967（67）1111

所在地　〒869-1404 熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字河陽1705-1

〈問い合わせ〉次世代定住課 移住定住促進係　℡（67）2705

　村では、高齢化や少子化等で人口が減少しておりその対策と対応が課題となっています。そこで、良好な集落景
観を保全し、集落機能の維持と活力の向上を図り、地域の活性化に繋げるため、白水地区の空き家を3軒リフォームし、
移住や定住を希望されているご家族に賃貸住宅としてお貸しいたします。

■入居資格
　○南阿蘇村へこれから転入する家族または南阿蘇村に転入して1年以内の家族
　○南阿蘇村および区、集落行事、活動等に積極的に参加し地域住民と協調できる家族
　○空き家住宅を良好に管理し、近隣住民および集落に迷惑をかけることがない家族
　○税等の滞納がなく家賃や維持管理費の支払いが行える安定した収入がある家族
■入居者の選定方法
　　「南阿蘇村空き家住宅入居者選定委員会」で入居者を選定します。ただし、必要に応じて入居希望者に対し、面

談を行います。
■入居申込方法
　　入居希望者は、「空き家住宅入居申込書」に必要添付書類を添えて、令和2年4月30日(木)までに、南阿蘇村役

場次世代定住課へ提出してください。
　　なお、郵送の場合は令和2年4月30日（木）までの消印のものを有効とします。
※空き家住宅入居申込書は、次世代定住課に取りに来ていただくか、南阿蘇村のホームページからダウンロードし

てください。
※住宅の詳細（平面図など）は、村ホームページ（「南阿蘇村」で検索）に掲載しています。

空き家を活用した移住者向け住宅の入居者を募集します

※敷金は家賃の3カ月分

中松1区住宅
中松2区住宅
中松3区住宅

所在地 家賃(月額)延べ床面積構造 摘要住宅の名称

南阿蘇村中松 木造平屋建
39,000円
38,000円
43,000円

98.73㎡
90.75㎡

132.86㎡

 進入道路狭小
 駐車場が狭い

 納屋あり

令和元年度南阿蘇村職員（土木技術職）採用試験
１．第1次試験日
２．受 付 期 間

３．試験区分、受験資格等

４．申込用紙など
※合格者は、令和2年3月下旬に2次試験（面接）を実施します。

令和2年3月8日（日）
令和2年2月3日（月）～令和2年2月25日（火）
※土・日・祝日を除く午前8時30分～午後5時

試験案内と申込用紙は、役場総務課に用意してあります。

職　種 採用予定数 受験資格 勤務先および職務内容区　分

高等学校卒
程度 土木 1人

昭和45年4月2日から平成9年4月1日ま
でに生まれた方で、学校教育法に基づく高
等学校相当以上においてこの職に関する専
門課程（専門学校において専門士以上の称号
を授与された方を含む。）を修めて、卒業後、
行政機関または民間企業等でこの職に関す
る職務経験が令和2年3月31日現在で通算
して5年以上となる見込みの方

長部局または教育委
員会等に勤務し、土
木（設計・積算・工事
監督等）および一般
事務に従事します。

南阿蘇村任期付短時間勤務職員（保健師等）採用試験
１．試験区分、受験資格等

２．受 付 期 間

３．申込用紙など

随時受付を行います。
※土・日曜日および祝日を除く午前8時30分～午後5時まで
※保健師等を1人充足したときは、直ちに募集締め切りとなります。
試験案内と申込用紙は、役場総務課に用意してあります。また、村のホームページからもダ
ウンロードできます。

職　種 採用予定数 受験資格勤務先および職務内容区　分

資　格
免許職

保健師
または
看護師

1人

保健師の資格を有し、保健師としての業務
経験が3年以上ある人、または、看護師の
資格を有し、看護師としての業務経験が5
年以上あり、地域包括支援センター業務に
意欲的に取り組む意志のある方

地域包括支援センター
に勤務し、保健業務に
従事します。

南阿蘇村会計年度任用職員採用試験のご案内
１．試験区分、受験資格等

２．受 付 期 間

３．申込用紙など

令和2年2月3日（月）～2月28日（金）
※土・日曜日および祝日を除く午前8時30分～午後5時まで
試験案内と申込用紙は、役場総務課に用意してあります。また、村のホームページからもダ
ウンロードできます。

職　種 採用予定数 受験資格勤務先および職務内容

学童クラブ
指導員 若干名

保育士、社会福祉士、幼稚園・小・中・高
等学校教諭いずれかの資格をお持ちの方、
保育等の経験がある方、または子どもと触
れ合うことが好きな方

村内の小学校に設置された学童保育施
設に勤務し、放課後学童クラブに通う
子どもたちの生活を見守り、適切な遊
びを通して成長や発達を支援します。

管理栄養士 1人
管理栄養士の資格を有し、民間企業または
行政機関において、管理栄養士として業務
経験がある方

健康推進課に勤務し、住民健診等で生
活習慣改善のための個別の栄養指導等
を行います。

■住宅の情報
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〈各試験についての問い合わせ先〉
南阿蘇村役場 総務課　℡0967（67）1111

所在地　〒869-1404 熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字河陽1705-1

〈問い合わせ〉次世代定住課 移住定住促進係　℡（67）2705

　村では、高齢化や少子化等で人口が減少しておりその対策と対応が課題となっています。そこで、良好な集落景
観を保全し、集落機能の維持と活力の向上を図り、地域の活性化に繋げるため、白水地区の空き家を3軒リフォームし、
移住や定住を希望されているご家族に賃貸住宅としてお貸しいたします。

■入居資格
　○南阿蘇村へこれから転入する家族または南阿蘇村に転入して1年以内の家族
　○南阿蘇村および区、集落行事、活動等に積極的に参加し地域住民と協調できる家族
　○空き家住宅を良好に管理し、近隣住民および集落に迷惑をかけることがない家族
　○税等の滞納がなく家賃や維持管理費の支払いが行える安定した収入がある家族
■入居者の選定方法
　　「南阿蘇村空き家住宅入居者選定委員会」で入居者を選定します。ただし、必要に応じて入居希望者に対し、面

談を行います。
■入居申込方法
　　入居希望者は、「空き家住宅入居申込書」に必要添付書類を添えて、令和2年4月30日(木)までに、南阿蘇村役

場次世代定住課へ提出してください。
　　なお、郵送の場合は令和2年4月30日（木）までの消印のものを有効とします。
※空き家住宅入居申込書は、次世代定住課に取りに来ていただくか、南阿蘇村のホームページからダウンロードし

てください。
※住宅の詳細（平面図など）は、村ホームページ（「南阿蘇村」で検索）に掲載しています。

空き家を活用した移住者向け住宅の入居者を募集します

※敷金は家賃の3カ月分

中松1区住宅
中松2区住宅
中松3区住宅

所在地 家賃(月額)延べ床面積構造 摘要住宅の名称

南阿蘇村中松 木造平屋建
39,000円
38,000円
43,000円

98.73㎡
90.75㎡

132.86㎡

 進入道路狭小
 駐車場が狭い

 納屋あり

令和元年度南阿蘇村職員（土木技術職）採用試験
１．第1次試験日
２．受 付 期 間

３．試験区分、受験資格等

４．申込用紙など
※合格者は、令和2年3月下旬に2次試験（面接）を実施します。

令和2年3月8日（日）
令和2年2月3日（月）～令和2年2月25日（火）
※土・日・祝日を除く午前8時30分～午後5時

試験案内と申込用紙は、役場総務課に用意してあります。

職　種 採用予定数 受験資格 勤務先および職務内容区　分

高等学校卒
程度 土木 1人

昭和45年4月2日から平成9年4月1日ま
でに生まれた方で、学校教育法に基づく高
等学校相当以上においてこの職に関する専
門課程（専門学校において専門士以上の称号
を授与された方を含む。）を修めて、卒業後、
行政機関または民間企業等でこの職に関す
る職務経験が令和2年3月31日現在で通算
して5年以上となる見込みの方

長部局または教育委
員会等に勤務し、土
木（設計・積算・工事
監督等）および一般
事務に従事します。

南阿蘇村任期付短時間勤務職員（保健師等）採用試験
１．試験区分、受験資格等

２．受 付 期 間

３．申込用紙など

随時受付を行います。
※土・日曜日および祝日を除く午前8時30分～午後5時まで
※保健師等を1人充足したときは、直ちに募集締め切りとなります。
試験案内と申込用紙は、役場総務課に用意してあります。また、村のホームページからもダ
ウンロードできます。

職　種 採用予定数 受験資格勤務先および職務内容区　分

資　格
免許職

保健師
または
看護師

1人

保健師の資格を有し、保健師としての業務
経験が3年以上ある人、または、看護師の
資格を有し、看護師としての業務経験が5
年以上あり、地域包括支援センター業務に
意欲的に取り組む意志のある方

地域包括支援センター
に勤務し、保健業務に
従事します。

南阿蘇村会計年度任用職員採用試験のご案内
１．試験区分、受験資格等

２．受 付 期 間

３．申込用紙など

令和2年2月3日（月）～2月28日（金）
※土・日曜日および祝日を除く午前8時30分～午後5時まで
試験案内と申込用紙は、役場総務課に用意してあります。また、村のホームページからもダ
ウンロードできます。

職　種 採用予定数 受験資格勤務先および職務内容

学童クラブ
指導員 若干名

保育士、社会福祉士、幼稚園・小・中・高
等学校教諭いずれかの資格をお持ちの方、
保育等の経験がある方、または子どもと触
れ合うことが好きな方

村内の小学校に設置された学童保育施
設に勤務し、放課後学童クラブに通う
子どもたちの生活を見守り、適切な遊
びを通して成長や発達を支援します。

管理栄養士 1人
管理栄養士の資格を有し、民間企業または
行政機関において、管理栄養士として業務
経験がある方

健康推進課に勤務し、住民健診等で生
活習慣改善のための個別の栄養指導等
を行います。

■住宅の情報
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　村では、障害者手帳をお持ちでない65歳以上の高齢者に対して、介護保険の要介護・要支援認定に関
する情報をもとに、「障害者控除対象者認定書」を交付します。
　この認定書で、所得税・住民税の確定申告時に控除を受けることができます。税法上の基準は前年の
12月31日です。
　障害者、特別障害者に該当するかについて、以下の基準に基づいて判断することとします。

１．前年の12月31日に介護認定（または申請中）を受けていること。
２．前年の12月31日に限定し、過年度分にはさかのぼらないこと。
３．認定調査での調査項目である「日常生活自立度」により判断すること。

　つまり、令和元年12月31日に認定（または申請中）を受けており、調査項目である「日常生活自立度」
の度合いで、基準に該当した場合、令和元年分ということで、「障害者控除対象者認定書」を交付します。

介護保険の認定を受けている65歳以上の方へ
所得税及び村県民税の「障害者控除」の対象になります

　対象者ご本人、または対象者を扶養している人です。
障害者控除の適用を受けられる方は？

　南阿蘇村に住所がある65歳以上の方で、令和元年12月31日を基準日として介護保険認定調査を受け
ている方のうち、下表いずれかに該当する方です。
　なお、すでに障害者手帳（1～6級）をお持ちの方は、「障害者控除対象者認定書」の交付を受ける必要は
ありません。

「障害者控除対象者認定書」を受けることができる方（対象者）は？

１．申請方法
　•申請は本人または家族の方に限定します。
　•健康推進課高齢者支援係の窓口に備え付けの「障害者控除対象者認定申請書」に必要事項を記入のう
え、提出してください。

　•認定書は、審査の上、後日郵送にて交付します。
　•認定書の発行手数料は無料です。
２．申請に必要なもの
　（１）障害者控除対象者認定書交付申請書（健康推進課窓口にあります）
　（２）対象者本人の介護保険被保険者証（写しでも可）
　（３）印鑑（認印で可）
　なお、次のことについて、ご注意ください。
※日常生活自立度による判断のため、要支援・要介護認定を受けていても、必ずしも障害者控除（障害者・

特別障害者）に該当するとは限りませんので、ご了承ください。

申請方法及び申請に必要なもの

〈問い合わせ〉健康推進課 高齢者支援係（介護保険担当）　℡（67）2704

国民健康保険からのお知らせ
〈問い合わせ〉健康推進課  医療保険係国保担当 ℡（67）2704

生活習慣病を招く睡眠不足

　人間の寿命を80年とすると、そのうち25年間は眠っている計算になります。毎日のことだけに軽
視されがちですが、健康に過ごすためには、この25年分の睡眠の質をいかに高めるかが大切です。
　寒さで筋肉がゆるみにくい冬は、深部体温が下がらず睡眠が浅くなりがちです。寝る前に布団乾燥
機や湯たんぽで布団を温めておくと血行がよくなり、ぐっすり眠ることができます。

睡眠トラブルチェックリスト
□　なかなか寝つけない（30分～1時間以上）
□　睡眠の途中で何度も目が覚める
□　朝早くに目が覚めて寝つけない
□　日中、強い眠気におそわれる
□　日中に気力がわかない
□　睡眠中のいびきが激しい・呼吸が停止する
□　睡眠中に脚がぴくつく・就寝時に脚がむずむずする

　1月17日、役場2階大会議室にて、南阿蘇村地域おこし協
力隊の活動報告会を実施しました。
　報告会はこれまで活動してきた10のプロジェクト内容を
報告する形式で行われ、協力隊15人それぞれが自己紹介や
プロジェクト活動、地域活動、今後の展望など、思いおもい
に発表することができました。
　来場者の方からは質問や感想をたくさんいただき、私たち
の活動に興味を持っていただけて、大変嬉しく思いました。
　また、15日～17日の3日間、役場1階エレベータ裏スペー
スにて活動の展示（一部）も行いました。
　ご来場いただきました村民の方々、関係者の方々、誠にあ
りがとうございました。
　今後も隊員一同、南阿蘇村のさらなる活性のために活動し
ていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

(情報収集及び発信プロジェクト　五十嵐)

vol.28南阿蘇村

活動報告会を開催いたしました！

【障害者控除対象者認定基準】

B1またはB2

ⅢaまたはⅢb

C1またはC2

ⅣまたはM

介護保険認定調査での障害高齢者の日常生活自立度

介護保険認定調査での認知症高齢者の日常生活自立度

介護保険認定調査での障害高齢者の日常生活自立度

介護保険認定調査での認知症高齢者の日常生活自立度

身体障害者（3～6級に準ずる）

知的障害者（軽度・中度に準ずる）

身体障害者（1～2級に準ずる）

知的障害者（重度に準ずる）

障害者控除
対象者

特別障害者
控除対象者

判定基準判定基礎障害区分

　慢性的な睡眠不足は、肥満や糖尿病、心筋梗塞などの生活習慣病やうつ病などの発症リスクを高め
たり、症状を悪化させます。
　また、睡眠不足は食欲を増進させるホルモンを増やすことがわかっており、肥満を招きやすくなり
ます。さらに不眠症状のある人は、健康な人に比べ糖尿病にかかるリスクが1.5～2倍になるといわれ
ています。
　健康づくりの基礎ともいえる眠りの質を高め、健康に過ごしましょう。

これらが長く続くときは、
専門医に相談しましょう。
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３．認定調査での調査項目である「日常生活自立度」により判断すること。

　つまり、令和元年12月31日に認定（または申請中）を受けており、調査項目である「日常生活自立度」
の度合いで、基準に該当した場合、令和元年分ということで、「障害者控除対象者認定書」を交付します。

介護保険の認定を受けている65歳以上の方へ
所得税及び村県民税の「障害者控除」の対象になります

　対象者ご本人、または対象者を扶養している人です。
障害者控除の適用を受けられる方は？

　南阿蘇村に住所がある65歳以上の方で、令和元年12月31日を基準日として介護保険認定調査を受け
ている方のうち、下表いずれかに該当する方です。
　なお、すでに障害者手帳（1～6級）をお持ちの方は、「障害者控除対象者認定書」の交付を受ける必要は
ありません。

「障害者控除対象者認定書」を受けることができる方（対象者）は？

１．申請方法
　•申請は本人または家族の方に限定します。
　•健康推進課高齢者支援係の窓口に備え付けの「障害者控除対象者認定申請書」に必要事項を記入のう
え、提出してください。

　•認定書は、審査の上、後日郵送にて交付します。
　•認定書の発行手数料は無料です。
２．申請に必要なもの
　（１）障害者控除対象者認定書交付申請書（健康推進課窓口にあります）
　（２）対象者本人の介護保険被保険者証（写しでも可）
　（３）印鑑（認印で可）
　なお、次のことについて、ご注意ください。
※日常生活自立度による判断のため、要支援・要介護認定を受けていても、必ずしも障害者控除（障害者・

特別障害者）に該当するとは限りませんので、ご了承ください。

申請方法及び申請に必要なもの

〈問い合わせ〉健康推進課 高齢者支援係（介護保険担当）　℡（67）2704

国民健康保険からのお知らせ
〈問い合わせ〉健康推進課  医療保険係国保担当 ℡（67）2704

生活習慣病を招く睡眠不足

　人間の寿命を80年とすると、そのうち25年間は眠っている計算になります。毎日のことだけに軽
視されがちですが、健康に過ごすためには、この25年分の睡眠の質をいかに高めるかが大切です。
　寒さで筋肉がゆるみにくい冬は、深部体温が下がらず睡眠が浅くなりがちです。寝る前に布団乾燥
機や湯たんぽで布団を温めておくと血行がよくなり、ぐっすり眠ることができます。

睡眠トラブルチェックリスト
□　なかなか寝つけない（30分～1時間以上）
□　睡眠の途中で何度も目が覚める
□　朝早くに目が覚めて寝つけない
□　日中、強い眠気におそわれる
□　日中に気力がわかない
□　睡眠中のいびきが激しい・呼吸が停止する
□　睡眠中に脚がぴくつく・就寝時に脚がむずむずする

　1月17日、役場2階大会議室にて、南阿蘇村地域おこし協
力隊の活動報告会を実施しました。
　報告会はこれまで活動してきた10のプロジェクト内容を
報告する形式で行われ、協力隊15人それぞれが自己紹介や
プロジェクト活動、地域活動、今後の展望など、思いおもい
に発表することができました。
　来場者の方からは質問や感想をたくさんいただき、私たち
の活動に興味を持っていただけて、大変嬉しく思いました。
　また、15日～17日の3日間、役場1階エレベータ裏スペー
スにて活動の展示（一部）も行いました。
　ご来場いただきました村民の方々、関係者の方々、誠にあ
りがとうございました。
　今後も隊員一同、南阿蘇村のさらなる活性のために活動し
ていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

(情報収集及び発信プロジェクト　五十嵐)

vol.28南阿蘇村

活動報告会を開催いたしました！

【障害者控除対象者認定基準】

B1またはB2

ⅢaまたはⅢb

C1またはC2

ⅣまたはM

介護保険認定調査での障害高齢者の日常生活自立度

介護保険認定調査での認知症高齢者の日常生活自立度

介護保険認定調査での障害高齢者の日常生活自立度

介護保険認定調査での認知症高齢者の日常生活自立度

身体障害者（3～6級に準ずる）

知的障害者（軽度・中度に準ずる）

身体障害者（1～2級に準ずる）

知的障害者（重度に準ずる）

障害者控除
対象者

特別障害者
控除対象者

判定基準判定基礎障害区分

　慢性的な睡眠不足は、肥満や糖尿病、心筋梗塞などの生活習慣病やうつ病などの発症リスクを高め
たり、症状を悪化させます。
　また、睡眠不足は食欲を増進させるホルモンを増やすことがわかっており、肥満を招きやすくなり
ます。さらに不眠症状のある人は、健康な人に比べ糖尿病にかかるリスクが1.5～2倍になるといわれ
ています。
　健康づくりの基礎ともいえる眠りの質を高め、健康に過ごしましょう。

これらが長く続くときは、
専門医に相談しましょう。

MINAMIASO 2020.22020.2 MINAMIASO



南阿蘇村商工会

南阿蘇消費者相談室
℡（67）2244

相談日　火曜・木曜日
午前10時～午後３時

旧久木野庁舎
※巡回相談日を除く

高森町消費者相談室
℡0967（62）1111

相談日　月曜・水曜・金曜日
午前９時～午後４時

【お問い合わせ】

Vol.82

高
齢
者
狙
う
カ
ー
ド
詐
欺
多
発

　
警
察
官
を
装
っ
て
高
齢
者
宅
を
訪
れ
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
ち
去
り
、
現
金

を
引
き
出
す
手
口
の「
振
り
込
め
詐
欺
」が
、

県
内
で
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
熊
本
県
警
生
活
安
全
企
画
課
に
よ
る
と
、

昨
年
10
月
末
ま
で
の
被
害
額
は
23
件
・

2
3
4
2
万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。
警
察
官

を
名
乗
り
、「
あ
な
た
の
カ
ー
ド
で
買
い
物

し
た
人
が
い
る
。
捜
査
に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
」と
電
話
が
あ
り
、
暗
証
番
号
を
聞

か
れ
、
自
宅
を
訪
れ
た
男
に
カ
ー
ド
を
預

け
て
し
ま
う
被
害
が
目
立
ち
ま
す
。

　
警
察
が
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を
尋
ね
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
電
話
で
暗

証
番
号
を
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
詐
欺

を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

宅
配
業
者
を
装
う
偽
メ
ー
ル
に
ご
用
心

　
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
宅

配
業
者
を
装
い
不
在
通
知
が
来
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
荷
物
を
確
認
す
る
つ
も
り
で
、
記
載
の

電
話
番
号
に
電
話
を
か
け
て
し
ま
え
ば
、

現
在
使
用
中
で
あ
る
携
帯
電
話
で
あ
る
こ

と
が
詐
欺
業
者
に
知
ら
れ
て
し
ま
い
、
悪

用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
記
載

の
U
R
L
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
本
物
そ
っ
く
り
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
誘
導
さ
れ
、
ア
カ
ウ
ン
ト
や
パ
ス
ワ
ー

ド
な
ど
個
人
情
報
を
盗
ま
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
宅
配
業
者
が
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
、
不
在
通
知
を
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
お
か
し
い
な
と

思
っ
た
ら
相
手
業
者
に
連
絡
す
る
こ
と
は

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
困
っ
た
時
は
、
南
阿
蘇
消
費
者
相
談
室

ま
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈問い合わせ〉 高森警察署　℡（62）0110

サイバー犯罪の被害に遭わない
ために～インターネットの正し

い知識と利用法～

「電話で『お金』詐欺」
　全国的に使用されている「振り込め詐欺等」という言葉について、熊本県警では、よりわかりやすく県民の
皆様にご理解いただくために、今後「電話で『お金』詐欺」という言葉を使って、被害防止を呼びかけること
になりました。

•IDやパスワードを定期的に変更する  •不審なメールやサイトは安易に開かない
•ウイルス対策ソフトを常に最新の状態にする •口座情報をこまめに確認する

　
令
和
に
突
入
し
て
最
初
の
商
工
会

職
員
協
議
会
の
全
体
研
修
会
が
メ
ル

パ
ル
ク
熊
本
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
研
修
会
は
、
県
下
の
商
工
会
職
員

が
一
堂
に
会
し
資
質
の
向
上
を
目
的

と
し
た
研
修
を
行
う
も
の
で
、
今
年

は
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
全
体
研
修
会
で
は
、「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
と
地
域
振
興
に
つ
い
て
」を
テ
ー

マ
に
株
式
会
社
ト
ゥ
ル
ー
ス
　
代
表

取
締
役
の
笹
西
氏
よ
り
基
調
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
の
人
口
減
少
が
進
む
な
か
で
、

外
国
人
観
光
客
を
継
続
的
に
獲
得
し

て
い
く
意
味
や
、
進
ん
で
い
な
い
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
、
日
本
の
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
外
国
人
観
光
客
の
イ

メ
ー
ジ
な
ど
を
お
話
し
さ
れ
、
商
工

会
職
員
は
興
味
津
々
で
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
全
体
懇
親
会
が
和
や
か

な
ム
ー
ド
で
行
わ
れ
、新
年
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

南
部
分
署

な
ん
で
も 

〈問い合わせ〉 阿蘇広域行政事務組合 消防本部 南部分署　TEL（62）9034　火事・救急 119

救
急
車
を
呼
ん
だ
ほ
う
が
い
い
か

判
断
に
迷
っ
た
時
は

　
子
ど
も
が
頭
を
ぶ
つ
け
た
。
発
熱
が
あ
る
。
嘔
吐
、
け
い
れ
ん

し
た
な
ど
。

　
相
談
に
は
看
護
師
が
応
じ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
ま
た
、
必

要
な
場
合
は
小
児
科
医
に
電
話
を
転
送
し
ま
す
。

相
談
日
時
　
毎
日
・
夜
間
　
午
後
７
時
〜
翌
午
前
６
時

電
話
番
号
　
♯
８
０
０
０

※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
I
P
電
話
か
ら
お
か
け
の
場
合
は（
℡
０
４

３
‐
２
４
２
‐
９
９
３
９
）

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
通
話
料
金
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
も
電
話
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
り
、

診
断
や
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
ど
も
急
病
電
話
相
談
♯
８
０
０
０

　
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
症
状
を
自
分
で

入
力
す
る
と
緊
急
度
を

色
別（
赤
、
黄
、
緑
）で

表
示
し
て
く
れ
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
１
１
９
番

通
報
す
る
際
、
選
択
し

た
症
状
を
伝
え
る
こ
と

で
ス
ム
ー
ズ
に
要
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
検
索

●インターネットを利用した不正送金被害に遭わないために

•突然の料金支払い請求は、誰かに相談を
•サイトの未納料金請求に騙されないで
•プリペイドカードによる支払い要求には
　応じないで

●架空請求に注意
•個人情報やSNSのアカウント情報は、誰にも教えない
•安易なコミュニティサイト利用から犯罪被害に遭うことも
•フィルタリングサービスの有効化が効果的
•無料アプリには、ウイルスが入っているかもしれないので要注意

●見えない相手に注意

•価格が極端に安い時は、正規品でない可能性もある
•相手方の連絡先が掲載されていない時は、途中で連絡が取れなくなるかもしれないので要注意
•サイトに不自然な日本語表記がある時は、突然、無関係なサイトに移行するかもしれない

●ネットショッピングやオークションサイトでのトラブルに注意

■
熊
本
県
商
工
会
職
員
協
議
会

　
全
体
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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熊
本
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
研
修
会
は
、
県
下
の
商
工
会
職
員

が
一
堂
に
会
し
資
質
の
向
上
を
目
的

と
し
た
研
修
を
行
う
も
の
で
、
今
年

は
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
全
体
研
修
会
で
は
、「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
と
地
域
振
興
に
つ
い
て
」を
テ
ー

マ
に
株
式
会
社
ト
ゥ
ル
ー
ス
　
代
表

取
締
役
の
笹
西
氏
よ
り
基
調
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
の
人
口
減
少
が
進
む
な
か
で
、

外
国
人
観
光
客
を
継
続
的
に
獲
得
し

て
い
く
意
味
や
、
進
ん
で
い
な
い
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
、
日
本
の
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
外
国
人
観
光
客
の
イ

メ
ー
ジ
な
ど
を
お
話
し
さ
れ
、
商
工

会
職
員
は
興
味
津
々
で
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
全
体
懇
親
会
が
和
や
か

な
ム
ー
ド
で
行
わ
れ
、新
年
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

南
部
分
署

な
ん
で
も 

〈問い合わせ〉 阿蘇広域行政事務組合 消防本部 南部分署　TEL（62）9034　火事・救急 119

救
急
車
を
呼
ん
だ
ほ
う
が
い
い
か

判
断
に
迷
っ
た
時
は

　
子
ど
も
が
頭
を
ぶ
つ
け
た
。
発
熱
が
あ
る
。
嘔
吐
、
け
い
れ
ん

し
た
な
ど
。

　
相
談
に
は
看
護
師
が
応
じ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
ま
た
、
必

要
な
場
合
は
小
児
科
医
に
電
話
を
転
送
し
ま
す
。

相
談
日
時
　
毎
日
・
夜
間
　
午
後
７
時
〜
翌
午
前
６
時

電
話
番
号
　
♯
８
０
０
０

※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
I
P
電
話
か
ら
お
か
け
の
場
合
は（
℡
０
４

３
‐
２
４
２
‐
９
９
３
９
）

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
通
話
料
金
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
も
電
話
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
り
、

診
断
や
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
ど
も
急
病
電
話
相
談
♯
８
０
０
０

　
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
症
状
を
自
分
で

入
力
す
る
と
緊
急
度
を

色
別（
赤
、
黄
、
緑
）で

表
示
し
て
く
れ
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
１
１
９
番

通
報
す
る
際
、
選
択
し

た
症
状
を
伝
え
る
こ
と

で
ス
ム
ー
ズ
に
要
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
検
索

●インターネットを利用した不正送金被害に遭わないために

•突然の料金支払い請求は、誰かに相談を
•サイトの未納料金請求に騙されないで
•プリペイドカードによる支払い要求には
　応じないで

●架空請求に注意
•個人情報やSNSのアカウント情報は、誰にも教えない
•安易なコミュニティサイト利用から犯罪被害に遭うことも
•フィルタリングサービスの有効化が効果的
•無料アプリには、ウイルスが入っているかもしれないので要注意

●見えない相手に注意

•価格が極端に安い時は、正規品でない可能性もある
•相手方の連絡先が掲載されていない時は、途中で連絡が取れなくなるかもしれないので要注意
•サイトに不自然な日本語表記がある時は、突然、無関係なサイトに移行するかもしれない

●ネットショッピングやオークションサイトでのトラブルに注意

■
熊
本
県
商
工
会
職
員
協
議
会

　
全
体
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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放課後きらめきクラブ（小学校放課後スポーツ・文化活動）
～特別講師を招いて楽しく運動！～

プログラム
活　　動
レポート

プログラム
活　　動
レポート 縫いぬいクラブ　～クリスマスリース作り～

　11月27日、縫いぬいクラブがクリスマスリース作りを実施。
土台となるリース台を作成し好きな飾りを針金で装着すれば完成。ドライフ
ラワーを使ってあるので、長期にわたり飾ることができるのも特徴。リース
の輪には「はじめもおわりもなく生命や幸福がいつまでも続くように」という
意味があるそうです。皆様にも幸せがいつまでも続きますように！

童謡唱歌教室　～懐かしい童謡を一緒に歌いました～
　11月28日、童謡唱歌教室のメンバー8人が南阿蘇ケアセンターハナミズ
キを訪問。利用者の方と一緒に「ふるさと」や「もみじ」「夕焼け小焼け」など
昔懐かしい童謡をたくさん歌いました。また11月生まれの104歳の方から
長生きの秘訣などお話して頂く場面もあり、和やかな雰囲気の中、楽しんで
頂く事ができました。「また来てくださいね」と嬉しいお言葉も頂きました。

カワイ体育教室　～楽しいクリスマス会～
　12月18日毎年恒例の親子で参加のクリスマス会。親子で運動あそびや宝
さがしゲーム。そしてプレゼント交換も。また保護者有志によるハンドベル
の演奏もあり、演奏に合わせて歌ったりと楽しいクリスマス会となりました。

本田よろずや　～正月門松つくり～
　12月28日スッキリとした青空の下、門松つくりを実施。皆で協力しなが
ら楽しく作成。立派な門松ができ、新しい年を迎える準備が整いました。

11月下旬～12月までの活動レポート

咳・くしゃみをする時は人が
いる方向に向かずに、1メー
トル以上離れてから。

インフルエンザをはじめとして、咳やくしゃみの飛沫により感染する感染症は数多くあります。
これらの感染症を他人に感染させないことを、咳エチケットと言います。

そ
の
1

咳・くしゃみが出る時はすぐ
にマスクを付けましょう。

そ
の
2

マスクがない時は、ハンカチ
やティッシュを口にあてま
しょう。

そ
の
3

鼻水・痰がついたハンカチや
ティッシュはすぐにごみ箱へ！

そ
の
4

ひ
さ
び
さ
に
洗
濯
物
を
外
に
出
し
薄
き
冬
陽
を
手
に
掬
ひ
を
り

渡

　ヨ
シ
子

渡

　ヨ
シ
子

第
65
回
熊
日
川
柳
大
会
ジュニア
部
門

村
内
小
中
学
生
の
特
選
・
秀
句
（
学
校
・
学
年
は
投
句
当
時
）

◆
お
題
「
手
」

特
選

一
人
で
ね
な
や
ま
な
い
で
よ
手
を
か
す
よ

秀
句

丸
ぼ
う
ず
み
ん
な
が
さ
わ
る
な
ん
で
か
な

人
と
人
平
和
を
い
の
り
手
を
む
す
ぶ

ぼ
く
の
手
は
何
で
も
測
れ
る
も
の
さ
し
だ

◆
自
由
題

秀
句

い
え
の
か
き
さ
る
が
う
ば
い
に
や
っ
て
く
る

暗
記
パ
ン
作
れ
ば
多
分
ノ
ー
ベ
ル
賞

久
木
野
小
学
校
5
年

　今
村

　心
愛

両
併
小
学
校
5
年

　工
藤

　綾
真

中
松
小
学
校
6
年

　西
脇

　静
香

南
阿
蘇
中
学
校
1
年

　峯

　
　悠
斗

久
木
野
小
学
校
2
年

　松
本

　一
汰

南
阿
蘇
中
学
校
3
年

　小
原

　
　雅

日
曜
日
は
湧
水
汲
む
人
集
ま
り
て
話
の
は
ず
む
他
県
ナ
ン
バ
ー

終
活
と
か
る
く
は
言
う
が
我
な
り
の
愛
着
の
あ
る
物
捨
て
が
た
し

　毎週火曜日・木曜日に各地区（白水・久木野・長陽）で活動していますが、時には特別講師を
招いて合同で活動を実施。この日の講師は、元エアロビック競技日本代表の大村詠一さん(大津町)です。多
忙にもかかわらず南阿蘇の子ども達のために来て頂きました。今回は体幹を鍛える運動あそびや、大きさの
違うボールやフリスビーを使用したドッチボールなどを行い、楽しみながら体を動かし充実した活動ができ
ました（11月下旬実施）。
　2月は2回特別プログラム実施予定（特別講師：大村詠一さんと熊本県レクリエーション協会の上野祥子さん）
　2019年5月よりスタートした「放課後きらめきクラブ」も皆さまのお陰で無事に2019年度の活動を終え
ようとしています。来年度は2020年5月よりまたスタートいたします。また新たに募集をかけますので、
多くの子ども達の参加をお待ちしています。また、併せて　　　　　　　　　　　　　　　　　　この活動
にご賛同頂ける方、ご協力頂ける方は、クラブ南阿蘇事務局までご連絡ください。宜しくお願い致します。
活動日時：火・木　午後4時30分～6時30分（指導時間は約1時間）
活動場所：白水地区＝白水小学校（中松小・白水小・両併小）
　　　　　久木野地区＝久木野小学校
　　　　　長陽地区＝南阿蘇西小学校
参加対象：村内小学4・5・6年生

指導者・サポーターも募集いたします。

健康推進課 保健係より
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　11月27日、縫いぬいクラブがクリスマスリース作りを実施。
土台となるリース台を作成し好きな飾りを針金で装着すれば完成。ドライフ
ラワーを使ってあるので、長期にわたり飾ることができるのも特徴。リース
の輪には「はじめもおわりもなく生命や幸福がいつまでも続くように」という
意味があるそうです。皆様にも幸せがいつまでも続きますように！

童謡唱歌教室　～懐かしい童謡を一緒に歌いました～
　11月28日、童謡唱歌教室のメンバー8人が南阿蘇ケアセンターハナミズ
キを訪問。利用者の方と一緒に「ふるさと」や「もみじ」「夕焼け小焼け」など
昔懐かしい童謡をたくさん歌いました。また11月生まれの104歳の方から
長生きの秘訣などお話して頂く場面もあり、和やかな雰囲気の中、楽しんで
頂く事ができました。「また来てくださいね」と嬉しいお言葉も頂きました。

カワイ体育教室　～楽しいクリスマス会～
　12月18日毎年恒例の親子で参加のクリスマス会。親子で運動あそびや宝
さがしゲーム。そしてプレゼント交換も。また保護者有志によるハンドベル
の演奏もあり、演奏に合わせて歌ったりと楽しいクリスマス会となりました。

本田よろずや　～正月門松つくり～
　12月28日スッキリとした青空の下、門松つくりを実施。皆で協力しなが
ら楽しく作成。立派な門松ができ、新しい年を迎える準備が整いました。

11月下旬～12月までの活動レポート

咳・くしゃみをする時は人が
いる方向に向かずに、1メー
トル以上離れてから。

インフルエンザをはじめとして、咳やくしゃみの飛沫により感染する感染症は数多くあります。
これらの感染症を他人に感染させないことを、咳エチケットと言います。

そ
の
1

咳・くしゃみが出る時はすぐ
にマスクを付けましょう。

そ
の
2

マスクがない時は、ハンカチ
やティッシュを口にあてま
しょう。

そ
の
3

鼻水・痰がついたハンカチや
ティッシュはすぐにごみ箱へ！

そ
の
4

ひ
さ
び
さ
に
洗
濯
物
を
外
に
出
し
薄
き
冬
陽
を
手
に
掬
ひ
を
り

渡

　ヨ
シ
子

渡

　ヨ
シ
子

第
65
回
熊
日
川
柳
大
会
ジュニア
部
門

村
内
小
中
学
生
の
特
選
・
秀
句
（
学
校
・
学
年
は
投
句
当
時
）

◆
お
題
「
手
」

特
選

一
人
で
ね
な
や
ま
な
い
で
よ
手
を
か
す
よ

秀
句

丸
ぼ
う
ず
み
ん
な
が
さ
わ
る
な
ん
で
か
な

人
と
人
平
和
を
い
の
り
手
を
む
す
ぶ

ぼ
く
の
手
は
何
で
も
測
れ
る
も
の
さ
し
だ

◆
自
由
題

秀
句

い
え
の
か
き
さ
る
が
う
ば
い
に
や
っ
て
く
る

暗
記
パ
ン
作
れ
ば
多
分
ノ
ー
ベ
ル
賞

久
木
野
小
学
校
5
年

　今
村

　心
愛

両
併
小
学
校
5
年

　工
藤

　綾
真

中
松
小
学
校
6
年

　西
脇

　静
香

南
阿
蘇
中
学
校
1
年

　峯

　
　悠
斗

久
木
野
小
学
校
2
年

　松
本

　一
汰

南
阿
蘇
中
学
校
3
年

　小
原

　
　雅

日
曜
日
は
湧
水
汲
む
人
集
ま
り
て
話
の
は
ず
む
他
県
ナ
ン
バ
ー

終
活
と
か
る
く
は
言
う
が
我
な
り
の
愛
着
の
あ
る
物
捨
て
が
た
し

　毎週火曜日・木曜日に各地区（白水・久木野・長陽）で活動していますが、時には特別講師を
招いて合同で活動を実施。この日の講師は、元エアロビック競技日本代表の大村詠一さん(大津町)です。多
忙にもかかわらず南阿蘇の子ども達のために来て頂きました。今回は体幹を鍛える運動あそびや、大きさの
違うボールやフリスビーを使用したドッチボールなどを行い、楽しみながら体を動かし充実した活動ができ
ました（11月下旬実施）。
　2月は2回特別プログラム実施予定（特別講師：大村詠一さんと熊本県レクリエーション協会の上野祥子さん）
　2019年5月よりスタートした「放課後きらめきクラブ」も皆さまのお陰で無事に2019年度の活動を終え
ようとしています。来年度は2020年5月よりまたスタートいたします。また新たに募集をかけますので、
多くの子ども達の参加をお待ちしています。また、併せて　　　　　　　　　　　　　　　　　　この活動
にご賛同頂ける方、ご協力頂ける方は、クラブ南阿蘇事務局までご連絡ください。宜しくお願い致します。
活動日時：火・木　午後4時30分～6時30分（指導時間は約1時間）
活動場所：白水地区＝白水小学校（中松小・白水小・両併小）
　　　　　久木野地区＝久木野小学校
　　　　　長陽地区＝南阿蘇西小学校
参加対象：村内小学4・5・6年生

指導者・サポーターも募集いたします。

健康推進課 保健係より
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市外局番0967

南阿蘇村代表
 （67）1111

総務課 （67）1111

復興推進課 （67）1113

政策企画課 （67）2230

産業観光課 （67）1112

議会事務局 （67）1553

農政課 （67）2706

農業委員会事務局
 （67）2707

住民福祉課 （67）2702

次世代定住課 
　　　　　 （67）2705

健康推進課 （67）2704

税務課 （67）2703

会計課 （67）2701

環境対策課 （67）3176
　　　　　 （65）8121

建設課 （67）3178

教育委員会事務局
 （67）1602

南阿蘇村携帯サイト
http：//www.vill.minami
aso.lg.jp/mobile/

各課の電話番号

くらし
の

くらし
の

Life Information

相
談

南阿蘇村子育て支援センター わくわくひろば
℡（67）2125

　子育て支援センター「わくわくひろば」は、乳幼児から就学前のお子さんと保護者が一緒に遊べる、親子の交
流や育児の情報交換の場です。毎月楽しい行事などを行っております。お気軽にお越しください。

■開設日時　毎週月～金曜日　午前10時～午後3時
■場　　所　長陽保健センター
　　　　　　（総合福祉温泉センター「ウィナス」の隣）

3日
6日

10日
13日
20日

25～28日
27日

（月）
（木）

（月）
（木）
（木）

（木）

2月行事予定（午前10時30分から）

節分（豆まき）
親子で楽しむわらべうた講座
ひな人形飾りつけ（※要予約）
大きくなあれ！（身体測定）
わくわくランチ（※要予約）
新聞紙であそぼう！
ひな人形を作ろう！
わらべうたベビーマッサージ（※要予約）

募
集

も
よ
お
し

鏡餅を割って
ぜんざいに入れて

おいしく食べました。

無
料
登
記
相
談
所
開
設（
予
約
制
）

　
熊
本
地
方
法
務
局
職
員
に
よ
る
土

地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・
相
続
等

の
登
記
に
関
す
る
無
料
の
登
記
相
談

所
が
左
記
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い（
要
：

事
前
予
約
）。

■
日
時

　
２
月
20
日（
第
3
木
曜
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

　（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

■
場
所

　
阿
蘇
市
役
所
２
階
会
議
室

■
予
約
先

　
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

　
℡
０
９
６（
２
９
３
）２
２
７
２

（
音
声
案
内
②
を
押
し
、
阿
蘇
市
相
談

予
約
と
お
申
出
く
だ
さ
い
。）

■
そ
の
他

　
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

に
お
い
て
は
、
不
動
産
登
記
に
関
す

る
相
談
及
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
メ
ラ
を
利
用

し
た
商
業
・
法
人
登
記
に
関
す
る
相

談（
い
ず
れ
も
予
約
制
）を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年

2
月
を「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」と
し
て
、
県
下
一
斉
の
無

料
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。「
司

法
書
士
」は
あ
な
た
の
相
続
に
関
し

て
の
様
々
な
問
題
に
対
処
い
た
し
ま

す
。
私
た
ち
専
門
家
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
2
月
8
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
ま
で

■
場
所

　
南
阿
蘇
村
旧
久
木
野
庁
舎

　
集
会
ホ
ー
ル

■
相
談
内
容

　
相
続
に
関
す
る
事
項
全
般

例
）登
記
に
関
す
る
こ
と
・
遺
言
に
関

す
る
こ
と
・
相
続
人
に
関
す
る
こ
と
・

遺
産
に
関
す
る
こ
と
・
法
定
相
続
情

報
証
明
制
度
に
関
す
る
こ
と
・
そ
の

他
相
続
全
般

■
共
催

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
・
熊
本
地
方

法
務
局

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

熊
本
県
司
法
書
士
会
阿
蘇
大
津
支

部 

事
務
局
担
当

阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
2
2
2
6

番
地

司
法
書
士
　
熊
谷
丈
夫

℡
0
9
6
7（
2
2
）1
7
5
4

　
0
9
6
7（
2
2
）1
7
8
4

電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
　
受
講
生
募
集

　「
い
の
ち
の
電
話
」の
活
動
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。
自
己
成
長
に
つ
な
が
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
や
支
え
に
な

る
た
め
の
電
話
応
対
を
学
び
ま
す
。

■
対
象
　
23
歳
以
上

■
研
修
期
間

　
前
期 

２
０
２
０
年
5
月
〜
9
月

■
講
座
時
間

　
毎
週
火
曜
日

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
会
場

　
熊
本
Y
M
C
A
中
央
セ
ン
タ
ー

■
費
用
　
前
期（
5
カ
月
）1
万
円

■
締
切
　
４
月
30
日

電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

　「
い
の
ち
の
電
話
に
興
味
は
あ
る
け

ど
実
際
は
ど
ん
な
活
動
？
」と
不
安

を
お
持
ち
の
方
が
安
心
し
て
一
歩
を

踏
み
出
せ
る
よ
う
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

　
3
月
27
日（
金
）

　
午
後
2
時
・
午
後
4
時
・
午
後
7
時

※
都
合
の
よ
い
時
間
に
参
加
く
だ
さ
い
。

■
場
所

　
熊
本
市
国
際
交
流
会
館
第
4
会
議
室

 〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

（
社
福
）熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務

局℡
０
９
６（
３
５
４
）４
３
４
３

南
阿
蘇
村
3
×
3（
3
人
制
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）大
会
出
場
者
募
集

※
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正

式
種
目
！

※
未
経
験
者
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
！

■
日
時
　
2
月
23
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
9
時
〜

■
場
所
　
白
水
体
育
館

■
対
象
　
中
学
生
〜
一
般
シ
ニ
ア

■
編
成
　
１
チ
ー
ム
3
〜
4
人
以
上

　
申
し
込
み
は
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
受
付
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
南
阿
蘇
村
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

事
務
局（
桐
原
）

℡
0
8
0（
5
2
8
2
）8
2
9
5

メ
ー
ル
：

m
asobullets@

gm
ail.com

終
活
セ
ミ
ナ
ー
　
身
近
な
医
療
と

介
護
に
関
す
る
講
演
会

　
医
療
や
介
護
の
助
け
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
・
ご
友
人
お
誘
い
の

上
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
日
時

　
2
月
15
日（
土
）

　
午
後
2
時
〜
4
時

　（
開
場
：
午
後
1
時
30
分
〜
）

■
場
所

　
大
津
町
文
化
ホ
ー
ル

■
講
師

　
特
定
医
療
法
人
萬
生
会
　
看
護
局

長
　
開
田
ひ
と
み
氏

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
お
電
話
も
し

く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

 〈
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
〉

菊
池
保
健
所
　
総
務
企
画
課

℡
０
９
６
８（
２
５
）４
１
５
６

　
０
９
６
８（
２
５
）３
４
３
８

FAX

FAX

　
小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償

の「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
！
」

　
令
和
２
年
度
の
加
入
受
付
が

３
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に

備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活

動
を
行
う
４
人
以
上
の
団
体
で

ご
加
入
に
な
れ
ま
す
。

　
加
入
団
体
で
の
活
動
中
お
よ

び
団
体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事

故
を
補
償
し
ま
す
。

　
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
保
険
で
す
。

　
掛
金
は
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
年
額
８
０
０
円
〜
、
高
校

生
以
上
の
大
人
に
つ
い
て
は
活

動
内
容
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県

支
部

℡
０
９
６（
２
１
３
）９
０
１
５

熊
本
大
学
病
院
第
2
回
市
民
公
開

講
座

〜
大
規
模
噴
火
に
備
え
る
〜

　
熊
本
大
学
病
院
災
害
医
療
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
火
山
災
害
に
対

す
る
過
去
の
噴
火
を
教
訓
に
し
た
取

組
み
や
火
山
に
関
す
る
知
識
、
火
山

災
害
時
の
医
療
救
護
活
動
に
つ
い
て
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
講
師

　
阿
蘇
火
山
博
物
館
学
術
顧
問 

鍵
山

恒
臣
先
生
、
国
土
交
通
省 

斉
藤
啓

嗣
火
山
防
災
対
策
分
析
官
、
鹿
児
島

市
立
病
院 

吉
原
秀
明
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
長

■
日
時

　
2
月
15
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

■
場
所

　
T
K
P
熊
本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ

ン
タ
ー（
熊
本
市
花
畑
町
４‒

７
朝

日
新
聞
第
一
生
命
ビ
ル
）

■
費
用
　
無
料 

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
、
定
員

は
先
着
80
人
。

 〈
申
し
込
み
〉

熊
本
大
学
病
院
災
害
医
療
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー

℡
0
9
6（
3
7
3
）7
2
1
4

　
　
　
　
　 

ま
た
は
7
2
1
5

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！
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市外局番0967

南阿蘇村代表
 （67）1111

総務課 （67）1111

復興推進課 （67）1113

政策企画課 （67）2230

産業観光課 （67）1112

議会事務局 （67）1553

農政課 （67）2706

農業委員会事務局
 （67）2707

住民福祉課 （67）2702

次世代定住課 
　　　　　 （67）2705

健康推進課 （67）2704

税務課 （67）2703

会計課 （67）2701

環境対策課 （67）3176
　　　　　 （65）8121

建設課 （67）3178

教育委員会事務局
 （67）1602

南阿蘇村携帯サイト
http：//www.vill.minami
aso.lg.jp/mobile/

各課の電話番号

くらし
の

くらし
の

Life Information

相
談

南阿蘇村子育て支援センター わくわくひろば
℡（67）2125

　子育て支援センター「わくわくひろば」は、乳幼児から就学前のお子さんと保護者が一緒に遊べる、親子の交
流や育児の情報交換の場です。毎月楽しい行事などを行っております。お気軽にお越しください。

■開設日時　毎週月～金曜日　午前10時～午後3時
■場　　所　長陽保健センター
　　　　　　（総合福祉温泉センター「ウィナス」の隣）

3日
6日

10日
13日
20日

25～28日
27日

（月）
（木）

（月）
（木）
（木）

（木）

2月行事予定（午前10時30分から）

節分（豆まき）
親子で楽しむわらべうた講座
ひな人形飾りつけ（※要予約）
大きくなあれ！（身体測定）
わくわくランチ（※要予約）
新聞紙であそぼう！
ひな人形を作ろう！
わらべうたベビーマッサージ（※要予約）

募
集

も
よ
お
し

鏡餅を割って
ぜんざいに入れて

おいしく食べました。

無
料
登
記
相
談
所
開
設（
予
約
制
）

　
熊
本
地
方
法
務
局
職
員
に
よ
る
土

地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・
相
続
等

の
登
記
に
関
す
る
無
料
の
登
記
相
談

所
が
左
記
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い（
要
：

事
前
予
約
）。

■
日
時

　
２
月
20
日（
第
3
木
曜
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

　（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

■
場
所

　
阿
蘇
市
役
所
２
階
会
議
室

■
予
約
先

　
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

　
℡
０
９
６（
２
９
３
）２
２
７
２

（
音
声
案
内
②
を
押
し
、
阿
蘇
市
相
談

予
約
と
お
申
出
く
だ
さ
い
。）

■
そ
の
他

　
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

に
お
い
て
は
、
不
動
産
登
記
に
関
す

る
相
談
及
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
メ
ラ
を
利
用

し
た
商
業
・
法
人
登
記
に
関
す
る
相

談（
い
ず
れ
も
予
約
制
）を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年

2
月
を「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」と
し
て
、
県
下
一
斉
の
無

料
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。「
司

法
書
士
」は
あ
な
た
の
相
続
に
関
し

て
の
様
々
な
問
題
に
対
処
い
た
し
ま

す
。
私
た
ち
専
門
家
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
2
月
8
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
ま
で

■
場
所

　
南
阿
蘇
村
旧
久
木
野
庁
舎

　
集
会
ホ
ー
ル

■
相
談
内
容

　
相
続
に
関
す
る
事
項
全
般

例
）登
記
に
関
す
る
こ
と
・
遺
言
に
関

す
る
こ
と
・
相
続
人
に
関
す
る
こ
と
・

遺
産
に
関
す
る
こ
と
・
法
定
相
続
情

報
証
明
制
度
に
関
す
る
こ
と
・
そ
の

他
相
続
全
般

■
共
催

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
・
熊
本
地
方

法
務
局

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

熊
本
県
司
法
書
士
会
阿
蘇
大
津
支

部 

事
務
局
担
当

阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
2
2
2
6

番
地

司
法
書
士
　
熊
谷
丈
夫

℡
0
9
6
7（
2
2
）1
7
5
4

　
0
9
6
7（
2
2
）1
7
8
4

電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
　
受
講
生
募
集

　「
い
の
ち
の
電
話
」の
活
動
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。
自
己
成
長
に
つ
な
が
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
や
支
え
に
な

る
た
め
の
電
話
応
対
を
学
び
ま
す
。

■
対
象
　
23
歳
以
上

■
研
修
期
間

　
前
期 

２
０
２
０
年
5
月
〜
9
月

■
講
座
時
間

　
毎
週
火
曜
日

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
会
場

　
熊
本
Y
M
C
A
中
央
セ
ン
タ
ー

■
費
用
　
前
期（
5
カ
月
）1
万
円

■
締
切
　
４
月
30
日

電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

　「
い
の
ち
の
電
話
に
興
味
は
あ
る
け

ど
実
際
は
ど
ん
な
活
動
？
」と
不
安

を
お
持
ち
の
方
が
安
心
し
て
一
歩
を

踏
み
出
せ
る
よ
う
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

　
3
月
27
日（
金
）

　
午
後
2
時
・
午
後
4
時
・
午
後
7
時

※
都
合
の
よ
い
時
間
に
参
加
く
だ
さ
い
。

■
場
所

　
熊
本
市
国
際
交
流
会
館
第
4
会
議
室

 〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

（
社
福
）熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務

局℡
０
９
６（
３
５
４
）４
３
４
３

南
阿
蘇
村
3
×
3（
3
人
制
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）大
会
出
場
者
募
集

※
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正

式
種
目
！

※
未
経
験
者
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
！

■
日
時
　
2
月
23
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
9
時
〜

■
場
所
　
白
水
体
育
館

■
対
象
　
中
学
生
〜
一
般
シ
ニ
ア

■
編
成
　
１
チ
ー
ム
3
〜
4
人
以
上

　
申
し
込
み
は
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
受
付
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
南
阿
蘇
村
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

事
務
局（
桐
原
）

℡
0
8
0（
5
2
8
2
）8
2
9
5

メ
ー
ル
：

m
asobullets@

gm
ail.com

終
活
セ
ミ
ナ
ー
　
身
近
な
医
療
と

介
護
に
関
す
る
講
演
会

　
医
療
や
介
護
の
助
け
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
・
ご
友
人
お
誘
い
の

上
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
日
時

　
2
月
15
日（
土
）

　
午
後
2
時
〜
4
時

　（
開
場
：
午
後
1
時
30
分
〜
）

■
場
所

　
大
津
町
文
化
ホ
ー
ル

■
講
師

　
特
定
医
療
法
人
萬
生
会
　
看
護
局

長
　
開
田
ひ
と
み
氏

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
お
電
話
も
し

く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

 〈
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
〉

菊
池
保
健
所
　
総
務
企
画
課

℡
０
９
６
８（
２
５
）４
１
５
６

　
０
９
６
８（
２
５
）３
４
３
８

FAX

FAX

　
小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償

の「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
！
」

　
令
和
２
年
度
の
加
入
受
付
が

３
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に

備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活

動
を
行
う
４
人
以
上
の
団
体
で

ご
加
入
に
な
れ
ま
す
。

　
加
入
団
体
で
の
活
動
中
お
よ

び
団
体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事

故
を
補
償
し
ま
す
。

　
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
保
険
で
す
。

　
掛
金
は
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
年
額
８
０
０
円
〜
、
高
校

生
以
上
の
大
人
に
つ
い
て
は
活

動
内
容
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県

支
部

℡
０
９
６（
２
１
３
）９
０
１
５

熊
本
大
学
病
院
第
2
回
市
民
公
開

講
座

〜
大
規
模
噴
火
に
備
え
る
〜

　
熊
本
大
学
病
院
災
害
医
療
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
火
山
災
害
に
対

す
る
過
去
の
噴
火
を
教
訓
に
し
た
取

組
み
や
火
山
に
関
す
る
知
識
、
火
山

災
害
時
の
医
療
救
護
活
動
に
つ
い
て
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
講
師

　
阿
蘇
火
山
博
物
館
学
術
顧
問 

鍵
山

恒
臣
先
生
、
国
土
交
通
省 

斉
藤
啓

嗣
火
山
防
災
対
策
分
析
官
、
鹿
児
島

市
立
病
院 
吉
原
秀
明
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
長

■
日
時

　
2
月
15
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

■
場
所

　
T
K
P
熊
本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ

ン
タ
ー（
熊
本
市
花
畑
町
４‒

７
朝

日
新
聞
第
一
生
命
ビ
ル
）

■
費
用
　
無
料 

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
、
定
員

は
先
着
80
人
。

 〈
申
し
込
み
〉

熊
本
大
学
病
院
災
害
医
療
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー

℡
0
9
6（
3
7
3
）7
2
1
4

　
　
　
　
　 

ま
た
は
7
2
1
5

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！
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社
協
告
知
板

〈
敬
称
略
〉

次
の
方
か
ら
南
阿
蘇
村
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し

立
石
　
律
子
・
吉
田
一

江
藤
　
俊
雄
・
立
野

中
山
　
初
義
・
立
野

高
村
　
良
一
・
第
三
駐
在

長
野
　
精
一
郎
・
長
野

古
澤
　
英
治
・
沢
津
野

笠
　
レ
イ
子
・
両
併
三

新
名
　
博
子
・
第
七
駐
在

〈
亡
夫・立
石
武
博
〉

〈
亡
叔
母・江
藤
和
子
〉

〈
亡
母・中
山
ハ
ル
ヨ
〉

〈
亡
母・高
村
マ
サ
子
〉

〈
亡
母・長
野
ミ
ハ
ル
〉

〈
亡
父・古
澤
募
〉

〈
亡
夫・笠
良
幸
〉

〈
亡
夫・新
名
義
文
〉

図書室だより
新刊図書紹介

南阿蘇村長陽中央公民館

＊公民館図書室は、旧長陽庁舎のとなりにあります。
　開室時間は月曜日から金曜日の午前9時から午後5時までです。
　皆さまのご利用をお待ちいたしております。

お問い合わせ：教育委員会　TEL：（67）1602

新刊たくさん
　入りました！

72歳、
妻を亡くして三年目

しらふで生きる

まよい道

この世を生き切る
醍醐味

あたいと他の愛

【著】
【出版】

西田 輝夫
幻冬社

【著】
【出版】

町田 康
幻冬社

【著】
【出版】

佐伯 泰英
光文社

残り者 【著】
【出版】

朝井 まかて
双葉社

【著】
【出版】

樹木 希林
朝日新聞出版

【著】
【出版】

もちぎ
文藝春秋

【出版】幻冬社

■一般

でんじろうせんせいの科学は爆発だ

■児童書

利用者の読みたい本に少しでもお応えできるよう、リクエス
トや予約、県立図書館からの借用業務も行っています。

（要望にお応えできない本もありますので、ご了承ください。）

庁舎の時間外口に時
間外返却箱を設置し
ています。土日・祝
日などの返却時にご
利用ください。

皆さんのご利用お待ちしております。

推薦図書紹介

確定申告
（第三駐在・第九駐在）

育児相談
（南阿蘇村役場健康推進課）

えほんのくに
移動図書館
15：30～16：30
（陽ノ丘仮設）

確定申告（第五駐在）
1歳半健診
（白水保健センター）

新聞紙で遊ぼう！
（わくわくひろば）

えほんのくに
移動図書館
11：00～12：00
（わくわくひろば）

税務署による確定申告
無料相談会
（雑損失・住宅ローン控除等）
7カ月児健診
（白水保健センター）

親子でわらべうた
ひな人形飾り
（※要予約）
（わくわくひろば）

歯っぴい健診
（白水保健センター）

わくわくランチ
（※要予約）
（わくわくひろば）

えほんのくに
移動図書館
16：30～17：30
（長陽運動公園仮設）

　いじめ、虐待に悩んでいるきみへ。法律はみんなを守るために
ある。
　きみを強くする法律の本。

山崎 聡一郎【著者】

こども六法

弘文堂【出版】

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〈
敬
称
略
〉

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

〈
敬
称
略
〉

お
く
や
み

〈
敬
称
略
〉

河
内
　
聡
史

中
村
　
仁
美

河
内
　
　
航

河
野
　
　
梓

井
　
健
一
郎

北
　
　
麗
香

市
原
　
　
玲

中
熊
　
　
藍

大
島
圭
之
朗

髙
木
　
里
奈

〈
両
併
二
〉

〈
大
津
町
〉

〈
白
川
〉

〈
阿
蘇
市
〉

〈
産
山
村
〉

〈
吉
田
一
〉

〈
第
四
駐
在
〉

〈
熊
本
市
東
区
〉

〈
下
野
〉

〈
熊
本
市
東
区
〉

永
松
　
伶
佑
く
ん

長
﨑
　
旭
柊
く
ん

山
﨑
　
奈
ち々
ゃ
ん

大
塚
　
桂
成
く
ん

〈
　
〉内
は
保
護
者
・
行
政
区

ひ す
け

り
ょ
う

あ
さ

な

なけ
い

せ
い

夫妻夫妻夫妻夫妻夫妻

〈
検
正・奈
々
子・吉
田
一
〉

〈
大
樹・由
美・中
松
二
〉

〈
学・泉
水・第
四
駐
在
〉

〈
翔
太・綾
子・喜
多
〉

〈
　
〉内
は
世
帯
主
・
行
政
区

大
津
　
盛
秋

笠
　
　
良
幸

後
藤
　
次
男

髙
宮
　
　
登

高
村
マ
サ
子

浅
尾
　
シ
オ

新
名
　
義
文

井
上
セ
ツ
子

藤
崎
　
　
栞

古
澤
　
　
募

長
野
ミ
ハ
ル

古
庄
　
憲
德

江
藤
　
和
子

94
歳

89
歳

77
歳

92
歳

97
歳

94
歳

72
歳

90
歳

86
歳

98
歳

95
歳

70
歳

92
歳

〈
本
人・両
併
二
〉

〈
本
人・両
併
三
〉

〈
本
人・白
川
〉

〈
正
敏・中
松
一
〉

〈
良
一・第
三
駐
在
〉

〈
本
人・第
五
駐
在
〉

〈
本
人・第
七
駐
在
〉

〈
本
人・喜
多
〉

〈
勝
也・栃
木
〉

〈
英
治・沢
津
野
〉

〈
本
人・長
野
〉

〈
本
人・下
野
〉

〈
本
人・立
野
〉

※
戸
籍
届
出
時
の
住
民
登
録
に
基
づ
き

記
載
し
て
お
り
ま
す
。（
同
日
転
入
の

場
合
は
除
く
）

阿蘇立野病院
南阿蘇村立野
0967（68）0111

南郷谷リハビリテーション
クリニック
高森町高森
0967（62）3351

寺﨑内科胃腸科クリニック
南阿蘇村白川
0967（62）0378

月日 火 水 木 金 土
1/30

6

13

20

27

1/29

5

12

19

26

1/28
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11

18

25

1/31

7
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21

28

1

8
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22

29

1/26

2

9

16

23

1/27

3

10

17

24

廃食油回収日

新聞・雑誌・ダンボール
・白水 長陽

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野
白水
久木野

可燃ごみ
不燃ごみ
ペットボトル

長陽
・白水 長陽ペットボトル　　　

不燃ごみ 久木野

可燃ごみ
新聞・雑誌・ダンボール

長陽
久木野

可燃ごみ
ビン・缶類

長陽
久木野

ビン・缶類 ・白水 長陽

可燃ごみ
ビン・缶類

長陽
久木野

ビン・缶類 ・白水 長陽

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ 長陽
・白水 久木野可燃ごみ　　　

不燃ごみ 長陽

渡邉内科
南阿蘇村河陰
0967（67）1777

可燃ごみ ・白水 久木野

2020 南阿蘇カレンダー2

馬原内科医院
高森町高森
0967（62）0646

渡邉総合内科クリニック
高森町高森
0967（65）2201

藤本医院
南阿蘇村中松
0967（67）0020

FEBRUARY

確定申告
（第一駐在・第六駐在）

大きくなあれ！
（身体測定）
（わくわくひろば）

節分（豆まき）
（わくわくひろば）

確定申告
（第四駐在）

確定申告
（第八駐在）

確定申告
（下田・栃木）

国民健康保険税(第8期)
口座振替日
わらべうた
ベビーマッサージ
（※要予約）
（わくわくひろば）

確定申告
（東下田・袴野・赤瀬）

確定申告
（第二駐在・第七駐在）

ひな人形を作ろう！
（わくわくひろば）

確定申告
（喜多・乙ヶ瀬）

税務署による
確定申告無料
相談会
（雑損失・住宅
ローン控除等）

税理士会による
確定申告無料
相談会
（雑損失・住宅
ローン控除等）

　
広
報
1
月
号
4
ペ
ー
ジ「
年
男
・
年

女
の
皆
さ
ん
」ご
紹
介
コ
ー
ナ
ー
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）

栗
谷
保
夫
さ
ん
・
由
香
さ
ん
親
子

（
正
）

栗
屋
保
夫
さ
ん
・
由
香
さ
ん
親
子

訂
正
と
お
詫
び
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社
協
告
知
板

〈
敬
称
略
〉

次
の
方
か
ら
南
阿
蘇
村
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し

立
石
　
律
子
・
吉
田
一

江
藤
　
俊
雄
・
立
野

中
山
　
初
義
・
立
野

高
村
　
良
一
・
第
三
駐
在

長
野
　
精
一
郎
・
長
野

古
澤
　
英
治
・
沢
津
野

笠
　
レ
イ
子
・
両
併
三

新
名
　
博
子
・
第
七
駐
在

〈
亡
夫・立
石
武
博
〉

〈
亡
叔
母・江
藤
和
子
〉

〈
亡
母・中
山
ハ
ル
ヨ
〉

〈
亡
母・高
村
マ
サ
子
〉

〈
亡
母・長
野
ミ
ハ
ル
〉

〈
亡
父・古
澤
募
〉

〈
亡
夫・笠
良
幸
〉

〈
亡
夫・新
名
義
文
〉

図書室だより
新刊図書紹介

南阿蘇村長陽中央公民館

＊公民館図書室は、旧長陽庁舎のとなりにあります。
　開室時間は月曜日から金曜日の午前9時から午後5時までです。
　皆さまのご利用をお待ちいたしております。

お問い合わせ：教育委員会　TEL：（67）1602

新刊たくさん
　入りました！

72歳、
妻を亡くして三年目

しらふで生きる

まよい道

この世を生き切る
醍醐味

あたいと他の愛

【著】
【出版】

西田 輝夫
幻冬社

【著】
【出版】

町田 康
幻冬社

【著】
【出版】

佐伯 泰英
光文社

残り者 【著】
【出版】

朝井 まかて
双葉社

【著】
【出版】

樹木 希林
朝日新聞出版

【著】
【出版】

もちぎ
文藝春秋

【出版】幻冬社

■一般

でんじろうせんせいの科学は爆発だ

■児童書

利用者の読みたい本に少しでもお応えできるよう、リクエス
トや予約、県立図書館からの借用業務も行っています。

（要望にお応えできない本もありますので、ご了承ください。）

庁舎の時間外口に時
間外返却箱を設置し
ています。土日・祝
日などの返却時にご
利用ください。

皆さんのご利用お待ちしております。

推薦図書紹介

確定申告
（第三駐在・第九駐在）

育児相談
（南阿蘇村役場健康推進課）

えほんのくに
移動図書館
15：30～16：30
（陽ノ丘仮設）

確定申告（第五駐在）
1歳半健診
（白水保健センター）

新聞紙で遊ぼう！
（わくわくひろば）

えほんのくに
移動図書館
11：00～12：00
（わくわくひろば）

税務署による確定申告
無料相談会
（雑損失・住宅ローン控除等）
7カ月児健診
（白水保健センター）

親子でわらべうた
ひな人形飾り
（※要予約）
（わくわくひろば）

歯っぴい健診
（白水保健センター）

わくわくランチ
（※要予約）
（わくわくひろば）

えほんのくに
移動図書館
16：30～17：30
（長陽運動公園仮設）

　いじめ、虐待に悩んでいるきみへ。法律はみんなを守るために
ある。
　きみを強くする法律の本。

山崎 聡一郎【著者】

こども六法

弘文堂【出版】

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〈
敬
称
略
〉

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

〈
敬
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〉

お
く
や
み

〈
敬
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略
〉
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史
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仁
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島
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〉
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〉

〈
産
山
村
〉
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〉
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在
〉

〈
熊
本
市
東
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〉

〈
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野
〉

〈
熊
本
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東
区
〉

永
松
　
伶
佑
く
ん

長
﨑
　
旭
柊
く
ん

山
﨑
　
奈
ち々
ゃ
ん

大
塚
　
桂
成
く
ん

〈
　
〉内
は
保
護
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・
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政
区
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け
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せ
い

夫妻夫妻夫妻夫妻夫妻
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一
〉

〈
大
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美・中
松
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〉

〈
学・泉
水・第
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駐
在
〉

〈
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太・綾
子・喜
多
〉

〈
　
〉内
は
世
帯
主
・
行
政
区

大
津
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笠
　
　
良
幸
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宮
　
　
登

高
村
マ
サ
子

浅
尾
　
シ
オ

新
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文

井
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歳

95
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歳

〈
本
人・両
併
二
〉

〈
本
人・両
併
三
〉

〈
本
人・白
川
〉

〈
正
敏・中
松
一
〉

〈
良
一・第
三
駐
在
〉

〈
本
人・第
五
駐
在
〉

〈
本
人・第
七
駐
在
〉

〈
本
人・喜
多
〉

〈
勝
也・栃
木
〉

〈
英
治・沢
津
野
〉

〈
本
人・長
野
〉

〈
本
人・下
野
〉

〈
本
人・立
野
〉

※

戸
籍
届
出
時
の
住
民
登
録
に
基
づ
き

記
載
し
て
お
り
ま
す
。（
同
日
転
入
の

場
合
は
除
く
）

阿蘇立野病院
南阿蘇村立野
0967（68）0111

南郷谷リハビリテーション
クリニック
高森町高森
0967（62）3351

寺﨑内科胃腸科クリニック
南阿蘇村白川
0967（62）0378

月日 火 水 木 金 土
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廃食油回収日

新聞・雑誌・ダンボール
・白水 長陽

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野
白水
久木野

可燃ごみ
不燃ごみ
ペットボトル

長陽
・白水 長陽ペットボトル　　　

不燃ごみ 久木野

可燃ごみ
新聞・雑誌・ダンボール

長陽
久木野

可燃ごみ
ビン・缶類

長陽
久木野

ビン・缶類 ・白水 長陽

可燃ごみ
ビン・缶類

長陽
久木野

ビン・缶類 ・白水 長陽

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ ・白水 久木野

可燃ごみ 長陽

可燃ごみ 長陽
・白水 久木野可燃ごみ　　　

不燃ごみ 長陽

渡邉内科
南阿蘇村河陰
0967（67）1777

可燃ごみ ・白水 久木野

2020 南阿蘇カレンダー2

馬原内科医院
高森町高森
0967（62）0646

渡邉総合内科クリニック
高森町高森
0967（65）2201

藤本医院
南阿蘇村中松
0967（67）0020

FEBRUARY

確定申告
（第一駐在・第六駐在）

大きくなあれ！
（身体測定）
（わくわくひろば）

節分（豆まき）
（わくわくひろば）

確定申告
（第四駐在）

確定申告
（第八駐在）

確定申告
（下田・栃木）

国民健康保険税(第8期)
口座振替日
わらべうた
ベビーマッサージ
（※要予約）
（わくわくひろば）

確定申告
（東下田・袴野・赤瀬）

確定申告
（第二駐在・第七駐在）

ひな人形を作ろう！
（わくわくひろば）

確定申告
（喜多・乙ヶ瀬）

税務署による
確定申告無料
相談会
（雑損失・住宅
ローン控除等）

税理士会による
確定申告無料
相談会
（雑損失・住宅
ローン控除等）

　
広
報
1
月
号
4
ペ
ー
ジ「
年
男
・
年

女
の
皆
さ
ん
」ご
紹
介
コ
ー
ナ
ー
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）

栗
谷
保
夫
さ
ん
・
由
香
さ
ん
親
子

（
正
）

栗
屋
保
夫
さ
ん
・
由
香
さ
ん
親
子

訂
正
と
お
詫
び
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集
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南
阿
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村
役
場
政
策
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画
課
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熊
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県
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郡
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村
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字
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番
地
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U
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編
集
・
発
行

㈱
城
野
印
刷
所

印 

刷

T
E
L 
0
9
6
7（
6
7
）2
2
3
0

F
A
X 
0
9
6
7（
6
7
）2
0
7
3

2
月
号

お
問
い
合
せ
先 

☎
0
9
6
7（
6
7
）1
1
1
1

Vol.179

79
　
平
成
30
年
6
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
な
り
、
奥

さ
ん
、
娘
さ
ん
と
一
緒
に
村
へ
移
住
し
た
柚
上
顕
次
郎

さ
ん（
中
松
三
）。

　
み
な
み
あ
そ
観
光
局
に
所
属
し
、
現
在
は「
あ
そ
望

の
郷
く
ぎ
の
」の
観
光
案
内
所「
ツ
ア
ー
プ
ラ
ザ
南
阿
蘇
」

で
主
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
業
務
内
容
は
観
光
客
の
窓

口
対
応
、
周
遊
プ
ラ
ン
の
提
案
な
ど
の
ほ
か
、
観
光
マ
ッ

プ
作
成
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
企
画
な
ど
も
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　
南
阿
蘇
村
に
は
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
家
族
と
毎
年
の

よ
う
に
訪
れ
て
い
た
と
い
う
柚
上
さ
ん
。
そ
の
経
験
か

ら
、い
つ
か
村
に
住
み
た
い
と
い
う
思
い
を
ず
っ
と
持
っ

て
い
た
と
言
い
ま
す
。
実
際
に
村
に
住
ん
で
人
と
触
れ

合
う
中
で
、「
野
菜
を
も
ら
っ
た
り『
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て

い
か
ん
ね
』と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
長
話
を
し
た
り
、

自
分
が
思
っ
て
い
た
何
倍
も
村
の
人
た
ち
は
緩
や
か
で

明
る
く
て
や
さ
し
い
」と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　
今
後
の
業
務
で
は
地
域
全
体
の
観
光
分
野
の
活
性
化
に

力
を
尽
く
し
た
い
と
意
気
込
み
、
村
で
で
き
る
体
験
活
動

を
発
掘
、
整
理
、
紹
介
す
る
仕
組
み
作
り
を
し
て
い
け
た

ら
と
計
画
中
。「
村
の
人
た
ち
は
自
分
た
ち
の
技
術
や
村

の
環
境
、行
事
な
ど
を
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

ど
れ
も
価
値
の
あ
る
す
ご
い
も
の
。
村
に
今
い
る
子
ど
も

た
ち
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
に
も
村
を

誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い
」と
語
り
ま
す
。

　「
こ
の
村
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
る
人
に
な
り

た
い
で
す
」と
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
掲
げ
る
柚
上
さ
ん

で
す
。

村
の
観
光
を
元
気
に
し
た
い

み
な
み
あ
そ
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水 南阿蘇村の生まれる郷
南阿蘇村きらめくプロジェクト テーマ

人口

男

女

計

世帯数

南
阿
蘇
村

5,043
5,398
10,441
4,540

（－1）

（－1）

（－2）

（±0）
令和元年12月31日現在

（前月比）

手数料の変更について ❹
農地委員等の募集 ❻
村採用試験について 

～トピックス～～トピックス～

南阿蘇村民憲章
私たちは、多様性を認め合いみんなが誇れる南阿蘇村をつくるため、
この憲章を定めます。

みずと緑あふれる美しい自然を愛し、守ります
ながい歴史により育まれた伝統や知恵を受け継ぎ、伝えます
みんなで描く豊かな未来、やさしさにあふれた村を創ります
あその自然と共に営む暮らしを大切にし、活力ある村を築きます
そして、いつも心に蘇る、私たちのふるさと南阿蘇

▲

1月3日、令和初めての成人式が行われました。インタビューや写真撮影
に応じてくださった皆さん、ありがとうございました。それぞれの夢や目標
が叶いますよう、これからのご活躍を心からお祈りいたします。

▲

1月12日
には冷たい小雨のぱらつく中、出初め式が開催されました。各分団の消防団

員の皆さん、南阿蘇中学校少年消防隊の皆さん、大変お疲れさまでした。

▲

寒さの厳しい2月、今
から春が待ち遠しいです。 実

編集
後記

３歳の誕生日を迎えるお子さんを募集します
■応募方法

【お問い合わせ】

誕生月の前月５日（５日が休日の場合は５日以降直近の平日）までに、写真・
一言コメント・お子さんの氏名と生年月日・保護者の氏名・連絡先を添えて
役場政策企画課企画係までお申し込みください。

政策企画課企画係　℡（67）2230

1月中旬、竹などのやぐらで正
月飾りや餅を焼き、火にあたっ
て1年の健康を願う行事「どん
どや」が村内各地で行われまし
た（写真は沢津野区）。

今月の一枚
どんどやの火で
無病息災

柚
上 

顕
次
郎
さ
ん（
中
松
三
）

ゆ
ず
が
み

け
ん

じ
ろ
う

1月3日、ホテルグリーンピア南阿蘇にて令和2年南阿蘇村成人式が行われました。新成人の皆さんは晴れやか
な表情で友人や恩師、家族と一緒に人生の節目の日を過ごしていました。（詳しくは、2ページ）。

令和最初の成人式

Happy Birthday
３さいお誕生日おめでとうお誕生日おめでとう

元気の秘訣は
きなこもち♡

保護者／涼太さん・知佳さん

H29年

生まれ
2月6日

むら かみ

村上 さくらちゃん（女）
下田

いっぱい食べて
大きくなるよー。
りのちゃん大好き♡

保護者／年光さん・りささん

H29年

生まれ
2月9日

みや ざき

宮崎 りあちゃん（女）
第四駐在


